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概

説

矢
吹
町
は
、
東
径

一
四
〇
度

一
九
分
、
北
緯

三
七
度

一
二
分
、
東
北
地
方

の
南
端
、
福
島
県
中
通
り

の
中
南
部
、
郡
山
市

の
南
方

二
五
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
、
白
河
市

の
北
方

一
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る
。

東
は
阿
武
隈
川
を
境

に
し
て
石
川
郡
玉
川
村

・
石
川
町
、
南
東
部

は
中
島
村
、
南
西
部

は
泉
崎
村
、
西
は
大
信
村
、

西
北
部
は
天
栄
村
、
そ

し

て
北
部

は
鏡
石
町
と
境
を
接
し
て
い
る
。
東
西
お
よ
そ
九

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
、
南
北
八

・
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
総
面
積

六
〇

・
八
平

こ
う

せ
き

方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
占

め
、
北
部
と
南
部

に
は
山
林
が
比
較
的
多
く
あ
り
、
他

は
ほ
と
ん
ど
が
標
高

二
八
〇
～

三
三
〇

メ
ー
ト
ル
の
洪
積
世
前

中
期

の
丘
陵
を
な
し
、
主
と
し
て
耕
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

は

ん
ら
ん

だ

こ
う

東

に
は
那
須
火
山
帯

に
そ
の
源
を
発
し
、
段
丘
、
氾
濫
原
を
形
成
す
る
阿
武
隈
川
が
ゆ

っ
く
り
と
蛇
行
し
な
が
ら
玉
川
村
と
の

境

を

北

流

た
ん

ご
ん

た

く

ら

し
、
泉
川
は
矢
吹
が
原
南
東
部

の
平
担
地
を
け
ず

っ
て
流
れ
、
中
島
村
で
阿
武
隈
川

に
流
入
、
西
部
に
は
天
栄
村
権
太
倉
山

に
源
を
発
す
る
隈

戸
川
が
、
羽
鳥
湖

の
水
を
集
め
て
矢
吹
が
原
を
う
る
お
し
な
が
ら
北
流
し
、
釈
迦
堂
川
と
な
り
、
須
賀
川
地
内
で
阿
武
隈
川

に
合
流
太
平
洋
に

注
い
で
い
る
。

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
分
離
し
、

い
く

つ
か
の
島

の
集
ま
り
の
姿
を
と

つ
た

の
は
、
第
四
紀
と
呼
ぼ
れ
る
最
近

の
二
〇
〇
万
年

の
問

の
で
き

ご
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
私
達
が
見
る
よ
う
な
自
然

の
姿
が
形
成
さ
れ

る
に
は
幾
多

の
変
動
が
あ

っ
た
。
即
ち
、
今
か
ら

二
、
六
〇
〇
万

年
前
新
生
代
新
第

三
紀
中
新
世
と
呼
ば
れ
る
時
代

に
、

ア
ジ
ア
大
陸

の
東
縁

に
激
し
く
、
そ
し
て
長

い
期
間

に
わ
た
り
、
何
回
と
な
く
起

っ
た

だ

ん

れ
つ

断
裂

運
動

に
よ

っ
て
、
日
本
海

の
原
始
形
態
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

や
東
支
那
海

の
原
形
を
作

っ
て
い

っ
た
。

こ
の
時
代
に
は

「
阿
武
隈
山
地
や
北
上
山
地
は
す
で
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
山
地
生
成

は
古
生
代

に
さ
か
の
ぼ
る
。
第
三
紀

の
終

せ
き

り
よ

う

ち

か
く

り
頃
に
は
奥
羽
脊
梁
山
脈
や
越
後
山
脈
が
隆
起
し
、
阿
武
隈
川
沿

い
は
取
り
残

さ
れ
低
地
や
盆
地
を
作
り
、

こ
れ
ら
に
さ
ら
に
地
殻

変
動
が
起

こ
う

せ
き

せ
い

こ
り
、
丘
陵
地
帯
と
な
り
、
矢
吹
が
原
の
基
盤
が

で
き
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
新
生
代
第
四
紀
洪
積
世
に
は
北
半
球

に
氷
河
が
発
達

し
、
火
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第一編 矢吹町の自然

ち
ゆ

う
せ
き

せ
い

山
活
動
な
ど
も
盛
ん
で
あ

っ
た
が
、
沖
積
世
に
な

り
氷
河
が
消
滅
し
次
第
に
暖

か
と
な
り
、

二
〇
〇
万
年
前

に
出
現
し
た
人
類
の
歴
史
が
本
格

的
に
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

矢
吹
が
原
は
そ
の
静
、
宮
内
省

の
こ
猟
場
と
も
な
り
、
広
大
な
面
積
を
有
す
る
未
開
懇
地
で
あ

っ
た
が
、
天
栄
村
羽
鳥
地
内

に
ダ

ム
を
建
設

し
、
矢
吹
が
原
を
開
田
し
よ
う
と
す
る
農
林
省
矢
吹
が
原
開
拓
事
業
が
昭
和
十
六
年
着
手
、

一
時
中
断
さ
れ
た
が
、
戦
後
再
開
、
昭
和
三
十

一

年
通
水
を
開
始
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
矢
吹
が
原
は
豊
か
で
広
大
な
耕
地
を
有
す
る
田
園

の
町

へ
と
大
き
く
変
容
し
た
。
町
の
中
央
部
に
あ
る
諏

訪
山
保
健
保
安
林
は
、
わ
ず
か
三

・
八

ヘ
ク
タ
;
ル
程

の
広
さ
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は

コ
ナ
ラ

・
シ
デ
を
主
と
す
る
樹
齢
二
〇
〇
年
程
の
森
林

群
落
が
あ
る
。

コ
ナ
ラ
の
目
通
り
直
径
九
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
イ

ヌ
シ
デ

・
ア
サ
ダ

の
大
な
る
も

の
は
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

ハ
リ
ギ
リ

う

つ
そ
う

九
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
そ

の
他

ヤ

マ
ザ
ク
ラ

・
コ
ブ

シ

・
ケ
ヤ
キ
等
樹
高

二
〇
数

メ
ー
ト
ル
の
大
木
が
欝
蒼

と
生
え
繁
り
、
原
生
林

の
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
も
し
も
開
拓
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
矢
吹
が
原

は
こ
れ
ら
の
森
林

で
覆
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

こ
に
は
当
地
域
を
代
表
す
る
植
物

の
ほ
と
ん
ど
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
し
、
ま
た
、
小
鳥
や
昆
虫
類

の
絶
好

の
す
み
か
と
も

な

っ
て
い
る
。
矢
吹
町
は
年
平
均
気
温
が

一
二
度
前
後
と

い
う
極
め
て
生
活
し
易
い
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

り
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
影
響
の

ほ
と

ん
ど
な
い
緑
の
多

い
す
ば

ら
し

い
自
然
を
持

つ
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

こ
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
を

い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
受
け

つ
い
で
い
き

た
い
も
の
だ
と
考
え
る
。

(佐
藤

隆
)
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気

温

候第一章 気

ふ
く

し
や

気
温
は
太
陽
の
輻
射

に
よ

っ
て
得
ら
れ
、
時
々
刻

々
と
変
化
す
る
。

一
般

に
晴
れ
た
日
は
気
温
の
変
化
が
激

し
く
、
曇

や

気
温
の
日
変
化

雨

の
日
は
太
陽
熱

の
吸
収
と
放
射
が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
た
め
に
気
温
の
変
化
が
少
な

い
。
気
温

の
日
変
化
を
見
る
と
、
最
低

が
朝
が
た

(日
の
出
直
前
)
、
最
高
は
昼
過
ぎ

(午
後

二
時
頃
)

に
あ
ら
わ
れ
る
。
最
高
と
な
る

時

刻
は
年
間

ほ
ぼ

一
定
で
あ
る
が
、
最
低
と

な
る
時
刻

は
日
の
出
時
刻
の
年
変
化
に

一
致
し
て
い
る
。

た
く
え

っ

か

ん
そ
う

.
、

・.月

は
ア
ジ
ア
大
陸
に
発
達
し
た
高
気
圧
の
影
響
を
受
け
、
卓
越

し
た
北
西
の
季
節
風
に
よ
り
、
空
気
は
乾
燥
し
気

気
温
の
年
変
化

沮

は
最
低
と
な
る
。
し

か
し
、

三
月

に
入
る
と
太
平
洋

の
高
気
圧

の
勢
力
が
強
く
な

り
、
寒
冷

で
乾
燥

し
た
大
陸

の
高
気

圧
が
次
第

に
弱
ま
り
気
温
が
上
昇
、
六
月

か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
の
梅
雨
が
終

る
と
、
太
平
洋
高
気
圧
が
強
く
日
本
附
近
を
お
お
い
、

一
年

中

で
最
も
暑

い
L
、
八
月
を
迎
え
る
。

し
ゆ
う

り
ん

秋
霧
も
お
さ
ま
り
、
十
月
に
入
り
台
風
の
影
響
も
受
け
な
く
な
る
と
、
澄
ん
だ
蒔
空
を
見
せ
る

い
わ
ゆ
る
秋
晴
れ
と
な
る
。
十
月
ド
旬

に
は

初
霜
、
十

一
月
中
句
頃
に
は
初
雪
を
見
る
よ
う

に
な
る
。

次
に
寒
暖
の
日
数
を
見
て
見
る
と
、
冬
日

(日
最
低
気
温
が
0
度
C
以
ド

の
目
)
は
年

一
二
〇

H
[前
後
あ
る
が
、
真
冬
日

(
日
最
高
気
温
が

0
度
C
以
下

の
日
)

は
全
然
な

い
か
、
あ

っ
て
も
極

め
て
わ
ず

か

で

あ

る
。
夏
口

(
口
最
高
気
温
が

二
五
度
C
以
上
の
日
)
は
年
八
〇

日
前

後
、
真
夏
日

(日
最
高
気
温
が
三
〇
度
C
以
上
の
日
)
は
、
夏
日
の
ほ
ぼ
半
分
と
な

っ
て
い
る
、
即
ち
当
地
域

は
、
冬

は
長

い
が
寒
さ
の
厳

し

い
日
は
少
な
く
、
夏

は
暑

い
が
短
か

い
こ
と

に
な
る
。
昭
和

五
十
三
年

の
よ
う
に
梅
雨
あ
け
が
早
く
、
真
夏
日
が
六
四
日
も
あ
る
年

は
き
わ
め

7



第一編 矢吹町の自然

第1図 気温の年変化(昭 和40年～51年までの12年間の平均)

℃
30

20

10

0

一8

温気

"
"

均
高
低

平
最
最

123456789101112月

第2表 冬 日、真冬 日、夏 日、

真夏 日の日数

＼ 日
昭和39年

〃44〃

〃49〃

冬日

日

112

114

125

真冬
日

日

0

2

0

夏日

日

81

73

76

夏真
日

日

30

35

30

第3表 最高、最低気温の月日

漕
昭和39年

〃44〃

〃49〃

最高気温

33.9℃
(8月17日)

33.0℃

(7月25日)

32.9℃

(8月11日)

最低気温

一13 .7℃

(2月27日)

一11 .5℃

(1月2日)

一15 .4℃

(2月11日)

第1表 終雪、終霜 、初霜 、初雪の月 日

牽＼ 聖 睡 釧 終 霜 初 霜 初 雪

大 正9年

〃10〃

〃11〃

〃12〃

〃13〃

〃14〃

〃15〃

昭 和2〃

〃3〃

〃4〃

〃5〃

〃6〃

〃7〃

〃8〃

〃9〃

〃10〃

昭
和
49
年

吹

山

河

矢

郡

白

月 日
3。24

3.29

4.14

4.10

3.30

4.10

4.27

3.21

4.24

4.3

4.19

3.30

3.29

4.1

3。29

5.1

4、3

4.3

4.3

月 日
4.19

4.17

4.16

4.13

5.10

5.14

5,15

4.23

4.25

4.23

5.3

4.7

4.12

5.3

4.2

4.19

5.7

5。7

5.7

月 日
10.25

10.17

11。12

11.9

10.18

10.24

10.21

10.15

10.20

11.4

10.21

10.20

10.26

10.19

10.20

10.24

10.25

11,3

10.25

月 日

12.7

11.9

11.16

12.1

11.10

12.17

11.15

11.23

11.12

11.12

12.1

11.17

11.27

11.28

11.11

12.6

11,13

11.12

11.13

8



第一章 気 候

第4表 月別、冬 日、真冬 日、夏 日、真夏 日の 日数 昭和49年(1974)

設111・134i・1・1・1・i・1・ ・11・1・21計

日

日

日

日

冬

夏

冬

真

夏

真

31 26 23 4 2

7

9
】

2

1

1 ρ
0

[0

1 1

1

nj

9
臼

0

1

1

12 27
日

125

0

76

30

第3図 気温分布(昭 和52年8月 単位℃)第2図

22

蕊

21

2022

17

9

皿①
・矢吹

。白河

22

22

21

23

3

4

一2

①位単月2年52和昭(布分温気

d
O

O

ヲき

浜
2
唱刷

鵯鰍
1
2

棲若

・矢
吹

。白
河

弓

2
餌

爵
9

9卜1011

第5表

9

1011
11212

11

翫(9

講 吹

1212111121 .

気 温 比

13

第4図

年平均気温分布図

(福島地方気象台による)

(第2、3、4図 単 位℃)

較(昭 和49年)

献[・1・}34}・1・1・1・1・1・ ・1・・1・21平 均

山

吹

河

郡

矢

白

0.3

-0 .6

-0 .5

0.5

-0 .4

-0 .3

3.0

2.9

2.5

10.8

10,8

10.5

16.9

16.5

15.8

20.0

19.6

18.9

21。8

21.5

20.5

25.8

25.1

24.2

20.0

19.7

18.8

14.6

13.9

13.7

7.5

7.3

6.9

1.9

1.7

1.4

11.9

11.5

11.0
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第一編 矢吹町の自然

第5図 年間降水量分布図(福 島地
方気象台による)

第6図 降水量分布(昭和52年2月)
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50

・矢吹
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200レ
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第7図 降 水量分布

(昭 和52年8目)
250

300
350
4DO

(角㌻5、6、7図;よ 月奄f・乞nlm)

150

250

200

150

3{〕0

O

]00

矢吹・
o

300200

て
稀
で
あ
る
。

同
じ
中
通
り
で
隣
接
の
郡
山

・
白
河
と
矢
吹

の
気
温
を
比

較
し
て
み
る
と
、
年
平
均

で
郡
山
が
最
も
高
く
、
次
い
で
矢

吹

.
白
河

の
順
に
低
く
な

っ
て
お
り
緯
度
と
逆

の
傾
向
を
示

す
。

こ
れ
は
海
抜
高
度
差
等

に
よ
る
も

の
と
考

え

ら

れ

る

が
、
そ

の
差
は

一
度
以
内
で
あ
る
。

二

降

水

量

降
水
量
が

二
、
0
0
0

ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
地
域
を
多

降
水
量
地
域
、

一
、

五
〇
〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
を
寡
降
水

量
地
域
と
し
て
い
る
が
、
矢
吹

は

一
、

二
〇
〇

ミ
リ
メ
ー
ト

ル
程
度

で
あ
る

の
で
後
者
に
属
し
、
年
変
化

の
型

か
ら
み
る

と
表
日
本
型
と
い
え
る
。
降
水
量
は
、
気
圧

・
気
温
な
ど
他

の
気
象
要
素

に
比
べ
て
変
動

が

大

き

い
。
大
正
九
年

に
は

二
、
O
O
O

、ミ
リ
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
大
正
十

五
年

一
、

〇
八
五
、ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
昭
和
五
十

二
年
が

一
、
〇
九
ニ
ミ

リ
と
約
半
分
と
な

っ
て
い
る
。

降
水
量

の
年
変
化
を
み
る
と
、
十

↓
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
少
な
く
、
梅
雨
期

の
頃

か
ら
秋

に
か
け
て
多

い
。
特

に
九

10
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第6表 降雪 日数 と降雪 最(郡 山 と白河)

吹

山
河

矢

郡
白

月11・t・1・

昭
和

44
年

郡

山

降雪日数
し24日噛21日

降 雪 量!…mi53・ ・

18日

昭
和

49
年

76c皿

白

河

一1

降 雪 量123cm

降雪 日数124日20日15日

37㎝ 41c皿

郡

山

白

河

鱈 日数12・ 日・8日
1

降 雪 刷50cm153c皿

鱈 ・数1・・日23日

降 雪 剣27・ 皿53・皿

18日

31㎝

14日

35cm

3日

16c皿

5日

22cm

5

2日

Oc皿

1日

Ocm

6 7 8

一

9 10 11 121言+

3日122日

…[・6・ ・

3日 19日

91日

241cm

86日

1
1c皿15c「137c皿

4日21日

0。皿144。皿!

6日21日

0。ml25。mI

84日

178c皿

86日

140㎝
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第10図 湿度の年変化(単 位%)
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3

50

12

2

15

5

0

て

い
た

い

月
が
最
高
で
あ
る
。

こ
れ
は
停
滞
前
線
や
台
風
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
矢
吹

.
郡
山

.
白
河

の
降
水
量

の
年
変
化
を
比
較
す
る
と
、
同
じ
中
通
り
で
も
地
域
に
よ
り
差
が
あ
り
、
白
河
が
最
も
多
く
、
郡
山
が

少
な
く
、
矢
吹

は
ち

ょ
う
ど
そ

の
中
間
量
で
あ
り
、
気
温
と
逆
の
形
を
示
し
て
い
る
。

冬
、
低
気
圧
が
日
本
付
近
を
通
過

し
た
後
、
大
陸

の
高
気
圧
が
張

り
出
し
、
季
節
風
が
強
く
な

っ
た
り
、
低
気
圧
が
本
州
の
南
海
上
を
東
北

ぞ

東
に
進
む
時
な
ど
に
は
、
中
通
り
や
浜
通
り
に
雪
や
み
ぞ
れ
が
降

っ
た
り
す

る
。
矢
吹

で
は
、
中
通
り
の
山
沿

い
や
、
会
津
地
方

の
よ
う
に
根



雪
と
な
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

矢
吹

の
降
雪

・
積
雪

に
つ
い
て
の
確

か
な
記
録
が
な

い
の
で
郡
山
と
白
河
の
資
料
を
示
し
た
。
矢
吹
は
大
方

こ
の
中
間
と
考
え
れ
ば
よ
い
と

思
う
。
十

一
月
中
旬

か
ら
四
月
上
旬
ま
で
が
降
雪
の
月
で
あ
り
、
特

に
降
雪
量
は

一
、
二
、
三
月
が
多

い
。

湿
度
は
、
降
水
量

・
晴
雨

・
気
温
な
ど
と

の
関
連
も
あ
り
、
そ
の
年

に
よ
り
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
が
、
冬
か
ら
春

に
か
け

て
は
低
湿
で
あ

り
、
夏
か
ら
秋

の
は
じ
め
に
か
け

て
高
湿
と
な
る
。
湿
度
が
高
く
て
不
快
を
感
じ
る
の
は
、
梅
雨

の
六
月
頃

か
ら
九
月
上
旬

の
い
わ
ゆ

る
む
し

暑

い
残
暑

の
頃
ま
で
で
あ
る
。

降
水
量
と
気
温
の
関
係
に
つ
い
て
見

る
と
、
高
温

の
季
節

に
は
降
水
量
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
降
水
量
を
横
軸

に
、
気
温
を
縦
軸
に
と
り
、

各
月

の
降
水
量
と
平
均
気
温
を
記
録

し
た
の
が
ク
ラ
イ

モ
グ

ラ
フ
で
あ
る
。

こ
れ

に
よ
る
と
矢
吹
は
関
東

に
似
た
温
暖
湿
潤
気
候
と
考
え
ら
れ

る
。

三

風

候第一章 気

へ
い

た
ん
き
ゆ

う
り

よ
う

風
は
気
圧
配
置

は
勿
論
、
地
形

・
地
物
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
う
け
る
。
矢
吹
町
は
平
坦

丘

陵

地
で
あ
る
の
で
比
較
的
強

い
風
が
吹
く
こ

と
も
あ

る
が
、
年
平
均
で
は
風
速
は
毎
秒

ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
冬
は
太
平
洋

の
高
気
圧

の
勢
力
が
弱
く
、
大
陸

の
高
気
圧

が
強
く
、
寒
冷

で
乾
燥

し
た
大
陸
の
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
強

い
北
西

の
風
が
卓
越
す

る
が
当
地
域
で
は
北
風
が
多

い
。
春

に
な
る
と
気
温
で
湿

っ
た
太
平
洋
の
高
気
圧
が
次
第
に
強
ま
り
、
逆

に
大
陸

の
高
気
圧
は
弱
ま
り
、
両
高
気
圧
の
勢
力
の
交
替
す
る
時
期
で
あ
る

の
で
、
低
気
圧
の

発
達

に
伴
な
い
強

い
突
風
と
な
る
こ

と

が

多

い
。

六
月
頃
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
方
面
に
発
達
し
た
高
気
圧
が
、
日
本
海
や
三
陸
沖

に
張
り
出

て

い
た
い

し
、
冷
た

い
北
東
風
を
吹
き

つ
け
、
高
温
多
湿

の
小
笠
原
高
気
圧
と
の
間

の
前
線
が
停
滞

し
梅
雨
前
線
と
な
る
。

こ
の
時
期
は

一
年
中
で
最
も

風
の
弱

い
時
期
で
あ
る
。
夏
は
太
平
洋
の
高
気
圧
が
強
く
日
本
を
お
お
い
、
南
高
北
低
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
南
よ
り
の
風
が
多
く
吹
き
、
高

温
多
湿
の
日
が
続
く
。
秋
に
な
る
と
、
太
平
洋
高
気
圧
が
次
第

に
弱
ま
り
、
大
陸

の
高
気
圧
が
勢
力
を
強
め
る
た
め
、
東
西
に
走
る
前
線
が
日

13



第一編 矢吹町の自然

は

い

う

り

ん

本
附
近

に
南
下
停
滞
し
、
梅
雨
の
よ
5
な
天
候
が
続
く
が
、

こ
れ
が
秋

の
長
雨
、
秋
霧
で
あ
る
。
し
か
し
梅
雨
ほ
ど

は

っ
き

り
し
た
現
象

で
は

な
く
、
そ

の
期
間

は
短
か
い
。

十
月
頃
に
は
大
陸
高
気
圧
が
さ
ら

に
強

ま
り
、

前
線
が
南
下
し
、

雨
期
も
終

り
、

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な

る
。
十

一
月
に
は
大
陸
高
気
圧
が
さ
ら
に
強
く
な

り
季
節
風
が
吹
く
、
風
向
の
年
変
化
は
、
冬
は
北

ま
た
は
北
西
、
夏
は
南
寄
り
の
風
、
春
と

秋
に
は
西
寄
り
の
風
が
多

い
。
ま
た
、
夜
か
ら
朝

に
か
け
て
弱
く
、
日
中
十

四
時
～
十
五
時
頃
最
大
風
速
と
な
り
易
い
。

一
年
を
通
じ
て
み
る

と
風
速
変
化
は
平
均
し
て
冬
と
春
が
大
き
く
、
夏

や
秋
は
割
合

に
小
さ

い
。

(
佐
藤

隆
)
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第

二
章

矢
吹
町
の
地
形
と
地
質

一

矢

吹

町

の
地

形

う
る

お

矢
吹

町
の
地
形
は
三
つ
の
要
素

か
ら
で
き
て
い
る
。

一
つ
は
矢
吹
が
原
と
よ
ぽ
れ
矢
吹
町
を
特
徴
づ
け
、

羽
鳥
用
水

の
潤

す
平
地
、

二
つ

だ
ん

は
、
広
い
平
地
に
浮
ぶ
島
の
よ
う
な
東
西
方
向
に
の
び
る
丘
陵
、
三
つ
は
、
矢
吹
町

の
東
と
西
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
と
、
隈
戸
川
の
つ
く
る
段

きゆ
う

は
んら
ん

丘
群
と
氾
濫
原
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
は
形
成
さ
れ
た
時
代
も
異
な

っ
て
い
る
。

矢
吹
が
原

は
南
西
部
で

二
九
〇

メ
ー
ト
ル
台
で
、
北
方

・
東
方

に
し
だ

い
に
高
度
を
さ
げ
、

二
八
〇

メ
ー
ト
ル
台

に
な

台

地

の

地

形

へいた
ん

っ
て
い
て
、
平
坦
な
地
形
面
を
作

っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
隈
戸
川

・
阿
武
隈
川

の
低
地

か
ら
見
る
と
台
地
状

に
見
え

る
。
ま
た
、
新
し
い
時
代
に
形
成
さ
れ
た
浅
く
長
く

つ
づ
く
谷

に
よ

っ
て
、
表
面
の

一
部
が
削
り
取
ら
れ

て
い
る
。

矢
吹
が
原
と
同
じ
よ
う
な
台
地
状
の
平
坦
な
地
形

は
、
郡
山

・
須
賀
川

・
鏡
石

・
中
島
村
と
広

い
分
布
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
、
化
石
が



第ご章 矢吹町の地形と地質

第1図 矢吹町の地質図
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し
よ

う
さ

い

多
量

に
産
出
し
、
詳
細

に
調
査
さ
れ
て
い

る
部
山
市
よ
り
名
前
を
と

っ
て
郡
山
面
と

よ
ば
れ
て
い
る
。

矢
吹
が
原

の
こ
の

丘

陵

の

地

形

広

い
平
坦
面
に
、

東
酉
方
向
に
島
状
に
丘
陵
が

分

布

す

る

が
、

こ
れ
ら
は
石
英
安
山
岩
質

の
火
砕
流

聡
構
物
か
ら
で
き
て
い
る
丘
陵

で
、
こ
の

堆
積
物
を
白
河
石

・
三
城
目
石
と
よ
ん
で

い
る
。

現
在
は
丘
陵
と
な

っ
て
い
る
が
、
酉
方

の
火
山
よ
り
噴
出
し
、
矢
吹
に
堆
積
し
た

当
時
は
、
現
在

の
白
河
布
引
山

の
よ
う
な

.平
坦
な
地
形

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
現
在
の
姿
は
、
浸
食
を
う
け
、
平
坦

な
地
形
は
破
壊
さ
れ
、
丘
陵
と
な

っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら

の
頂
部
は
西
方

で
三
三
〇

メ
ー
ト

ル
台
、
東
方

で
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル

台

に
お
さ
ま
る
こ
と
か
ら
か

つ
て
の
平
坦

さ
を
う
か
が
え
る
。
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ま
た
、
丘
陵
頂
部

の
伸
び
る
方
向

は
東
西
方
向
で
あ
り
、
か

つ
て
は
河
川
が
西
方
よ
り
白
河
石

か
ら
で
き

て
い
る
平
坦
な
地
形

に
流
入
し
、

阿
武
隈
川

に
そ
そ
い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
、
時
間

の
経
過
す
る
に
つ
れ

て
こ
の
平
坦
な
地
形
が
河
川

に
よ

っ
て
浸
食
さ
れ
、
し
だ
い
に
平
坦
さ

が
失
わ
れ
、
丘
陵
化
し
て
い

っ
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
丘
陵
間
の
凹
地
を
砂
礫

・
粘
土
が
埋
め
、
丘
陵
頂
部
が
島
状

に
分
布
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
砂
礫

か
ら
な
る
平
坦
な
地
形
が
矢
吹
が
原
で
あ
り
、
矢
吹
町

の
地
形

の
原
形
が

つ
く
ら
れ
た
時

で
も
あ

っ
た
。

矢
吹
が
原
台
地
は
、
現
在
阿
武
隈
川
と
隈
戸
川

に
よ

っ
て
東
西
両
側
を
削
ら
れ
て
い
る
が
、
削
り
と
ら
れ
て
い
く
過
程

段

丘

地

形

が
両
河
川
沿

い
に
段
丘
地
形
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
段

丘
は
大
別
し
て
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
低

い
方

か

ら
沖
積
段
丘

・
第

一
段
丘

・
第

二
段
丘
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
段
丘
の
形
成
に
際

し
、
両
河
川
の
河
床
の
低
下
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
河
床
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
し
て
、

こ
う

ば

い

背
梁
山
地
の
隆
起
に
よ
る
河
川
勾
配

の
増
加
、
郡
山
盆
地
の
沈
降

に
伴
う
河
川
勾
配

の
変
化
、
気
候

の
大
規
様
な
変
化
に
よ
る
降
水
量

・
植
生

な
ど

の
河
川
環
境

へ
の
影
響

の
変
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
両
河
川

の
河
床

の
低
下

に
伴
い
、
矢
吹
が
原

に
は
浅

い
谷
が
刻
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
く

に
、
阿
武
隈
川
に
向
か
う
谷

は
、
東

北
本
線
付
近
か
ら
東
方

へ
細
長
い
谷
と
な

っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
の
分
布
は
第

一
図
を
参
照
し
て
ほ
し

い
。
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二

矢

吹

町

の
地

質

丘
陵

.
台
地
と
低
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
形

に
対
応

し
た
地
質

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

丘
陵
は
、
石
英
安
山
岩
質

の
凝
灰
岩
と
こ
の

凝
灰
岩

の
二
次
堆
積
物
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
台
地
は
、
礫

・
砂

・
粘
土
と

い

っ
た
埋
積
谷
堆
積
物
で
構
成
さ
れ
、
ま
た
、
新
し

い
低
地

に

つ
い
て
は
、
阿
武
隈
川

.
隈
戸
川
流
域

は
砂

・
礫

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
台
地
を
刻
む
谷

の
低
地
は
、
砂

・
シ
ル
ト

・
粘
土
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。



第
1
表

矢
吹
町
の
地
質
年
表

第二章 矢吹町の地形 と地質

地

質

年

絶
対
年

代

(
一
万
年
単
位
)

代生新

紀四第

世積沖世

 

積洪

期後期中期前

ウ

ル
ム
氷
期

一

1

五
・
五1

リ
ー
ス
ウ

ル
ム
氷
間
期

ヨ

リ

ス
氷
期

f

ご
三

、ミ
ソ
デ

ル

ー

リ

ス
間

氷

期

地
形
面

氾

濫

原

沖
積
段
丘

第

一
段
丘

第
二
段
丘

郡

山

面

丘

陵

面

(

地

層

)

は
層
厚

〈

〉
は
層
堆

、
岩
堆

」
～
♪ー～
～
～
～
ーごーr,
ー
～
～
～
～
～
～
≦

～
～
～
～
～
～
～
～
～
,

沖

積

段

丘
堆

積

物

く
砂

、

礫

V

ノ
しコゴ
タ
しど

ノ
ら　ド
　ら
ど

げ
ピ

ど
げ
ノ
し
ピ
ど

ピ
ピ
ど

ピ

ど
ど

ど
ピ
ど

ピ
ど

く

第

一

段

丘

堆

積

物

(

五

m

+

)

〈
砂

、

礫

〉

ピぞ
タ
　ド
ど
げ
そ
げ
ノ
ド
ド
ど
ど
ノ
ロぼけ
ぞ
ド
ど
ノ
ノ
ぞ
き
ノ
ぞ
ぞ
ド
ド

第

二
段

丘

堆

積

物

(

三
m

±
)

〈
砂

、

礫

〉

郡
山
層

(
四
〇
m
土
)
ハ
砂
、

礫
、

シ
ル
ト

粘
土
〉

白河 石q50m土)

百
B
火
砕
流
籍

物

く
石
萎

山
岩

白
河
石

の
二
次
的
堆
積
物

〈
軽

石
質

シ
ル
ト
、
砂
、
礫
〉

順
熔
腰

磨

〉

一贋
溶
結
凝
灰
岩
〉

砂
、
礫
、
軽
石
質
シ
ル
ト

D
H
火
砕
流
堆
積
物

く石
英
安
山
岩

あ
、
軽
石
質
シ
ル
ト

砂
、
礫

一D
m
火
砕
流
堆
積
物

く石
英
安
山
岩

質
凝
灰
岩
》

火
山
灰
層

～
～
～

～
～

～
～

～
レ

A
火
山
灰
層

B
火
山
灰
層

C
火
山
灰
層

D
火
山
灰
層

備

考

段
丘
面
は
埋
積
谷
も
ふ
く
む
、
阿
武
隈
川
沿
で

は
層
厚
二五
m
埋
積
谷
で
は
八
m
以
下

ヒ
メ
バ

ラ
モ
ミ
、

チ
ヨ
ウ

セ
ン
ゴ

ヨ
ウ
な
ど

の

植
物
化
石
を
産
出

D
I
層

の
溶
結

は
弱

い
。

D
I
層
は
固
く
溶
結
し
て
お
り
、

し
て
石
材
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

三
城
目
石
と

D
m
層

は
矢
吹

で
は
地
表

で
は
み

ら

れ

な

い

が
、

地
下

に
存
在
す

る
と
考
え
ら

れ
る
。
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第一編 矢吹町の自然

中生代代

 

生古

第 三 紀

鮮新世中新世

二
〇
〇ー

五
〇
〇

二
五
〇
〇

六
五
〇
〇
ー

二
〇
〇
〇
ー

-

流 グ、

絞 リ・

得 レ
、ン「

砂 タ:

岩 フ1
'層

〈('礫
一

岩i≡i
>m「

十「
)
〈

凝 ・

灰

搾
、.

こ
の
時
代

は
グ
リ
ー

ン
タ
フ
変
動
と

よ
ば

れ
る

地
殻
変
動

の
激

し

い
時
期

に
あ

た
り
、

阿
武
隈

山
地

以
西
で
は
断
裂
、
陥

没
が

お
こ
り
、
矢
吹

町
は
海
底

に
し
ず

み
、
地
殻
変
動

に
と
も
な
う

激
し

い
海
底

火
山
活

動
に
よ
り
グ
リ
ー
タ
フ
層

(
緑
色
凝
灰
岩
層
)
を
堆
積

さ
せ
た
。

矢
吹
町
地
ド
、

6
0
m
よ
り
存
在
、

西
方

の
山

々
に
は
露
出
し
て

い
る
。

花

コ
ウ
岩

在る明ぶ こウ食部の動 古
す 占新 との 岩さに中(生
る期付 考浸がれふ心 ア代
o花 近え 食地造 く地 ルに

コで ら臆表山 まで ソは

ウはれは に運れあ ス'
岩'る;ま 動 て り山阿
が阿 。数で のい'脈 武
白武 キ露主 た矢を隈
河隈
石山
に地
おの
おつ
わ く
れ つ
てて

存い

ロ出原。吹つ山

メす動 そ町 く地
1る 力のもるは
トにで後 こよ安
ルい あず の う倍
にた つう山な族
も つた つ脈運造
おた花 との動山
よ 。コ浸一)運

 

丘
陵
は
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
岩

か
ら
で
き

て
お
り
、
陸
上
火
山
活
動
に
よ
る
火
山
砕
屑
流
堆
積
物
と
し
て
堆
積
し
て
い

丘

陵

の

地

質

る
。
(以
下
、
火
砕
流
と
す
る
)
矢
吹
町
周
辺
の
火

砕

流
は
西
方

の
鎌
房
山
付
近
よ
り
噴
火
-
流
川
し
て
き
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
火
砕
流
は
、
南
は
黒
磯
町
、
東
方
は
石
川
町
、
北
方

は
郡
山

・
三
春
町
ま
で
も
分
布
し
、
同
時
代

の
同
様

な
噴
出
物
は
会
津
盆
地
南
方

に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
日
本

に
お
い
て
も
有
数

の
火
砕
流
堆
積
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

火
砕
流
を
噺
出
さ
せ
る
火
山
は
、
石
英
安
山
岩
～
流
絞
川石
質

マ
グ

マ
を
活
動
さ

せ
る
火
山

に
多
く
、

こ
れ
ら
の

マ
グ

マ
の
成
分
は
二
酸
化

ケ

イ
素
の
量
が
多
く
、
き
わ
め
て
粘
性
が
強

い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

マ
グ

マ
が
貫
入
し
上
昇
し
て
く
る
時
に
、
強

い
ね
ば

り
け
の
た

め

マ
グ

マ
中

の
気
体
成
分

(水
蒸
気
が
多
く
を
占

め
、
こ
れ
が
上
方

か
ら
の
強
制
的
な
圧
力

の
た
め

マ
グ

マ
中

に
溶
け
こ
ん
で
い
る
)
が

ス
ム

ー
ズ
に
出
ら
れ
ず
、
と
じ
こ
め
ら
れ
た
形
で
存
在

し
て
い
る
。

こ
の
状
態
で

マ
グ

マ
が
上
昇
し
、
地
表

に
近
づ
く

に
つ
れ
、
気
体
成
分
を
と
じ
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第二章 矢吹町の地形と地質

こ
め
て
お
こ
う
と
す
る
上

か
ら
の
圧
力
が
減
少
し
て
い
き
、

マ
グ

マ
中
の
気
体
成
分
の
圧
力
が
こ
の
圧
力
を
突
破
す
る
と
、

一
斉

に
気
体
成
分

が

マ
グ

マ
の
中

で
発
泡
す
る
。
こ
の
圧
力
に
よ

っ
て

マ
グ

マ
全
体
が
大
き
く
膨
張
し
、
火
山
は
大
爆
発
し
、
多
量

の
火
山
砕
屑
物
を
激
し
く
噴

出
さ
せ
る
。
時

に
は
山
体
が
崩
壊

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
、
あ
と

に
カ

ル
デ
ラ
を
作

る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
時
、
火
山
砕
屑
物
は
上
方

へ
も
噴
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
激
し
く
か
く
乱
さ
れ
た
高
温
の
破
片
と
ガ
ラ
ス
か
ら
な
る
密
度

の
大
き
い
部
分

が
、
地
表
の
大
ま
か
な
凹
凸
に
従

っ
て
、
粉
体

の
乱
流
と
な

っ
て
地
形
の
低

い
方

へ
と
な
だ
れ
の
よ
う
に
流
ド
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
が
火

第2図 矢吹町ボー リン グ資料

湘
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第一編 矢吹町の自然

で摂鷺
灘毒癬轟

夢

響

…
野

 
陣

、匹

駕駕

,
縫

縫欝ll鵜騨
陣 ケ岡 ・三城 〔石採 石場、溶結 したDH層

一

、{
ボ

灘灘
溶結 したDH層(陣 ケ岡)

H印 の方向にガラスが流れたあとがみられ

る。つまり堆積 した時はガラスがとけるぐ

らい高温であったことを示す。約600℃ ～

700℃ であったと考えられる。このため厚 く

推積した場所ではこのように固く、溶岩の

ようになる。これを溶結凝灰岩といってい

る。硬貨は10円 玉。

 

る
白
河
布
引
山
も
、
赤
面
山
付
近
か
ら
な
が
め
る
と
、

し
て
い
る
。
矢
吹
町
も
、
か

つ
て
の
噴
火
当
時
の
堆
積
原
因

は
残
し
て
い
な
い
が
、

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

矢
吹
付
近

で
は
火
砕
流
堆
績
物

の
厚

さ
は
西
方

で
厚
く
、
東
方

に
厚

さ
を
減
じ
て
い
る
。
ボ

ー
リ

ン
グ
資
料

で
み
る
と
、
台
地
の
下

に
も
広

く
分
布
し
て
い
る
様
子
が
し
れ
る
。
模
式
地

で
あ
る
白
河
付
近
で
は
、
こ
の
火
砕
流
堆
積
物

は
三
層
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
矢
吹
付
近

で
は
溶
結
し
た
D
H
層

へ
三
城
目
付
近
)
と
、
未
固
結
、
あ
る
い
は
風
化
が
深
く
ま
で
す
す

ん
だ
D
I
層

(五
本
松
付
近
)
が
よ
く
み
ら
れ
る
。

地
形
は
、
底
部
は
も
と
の
地
形

の
凹
凸
を
う
め
る
形
と
な
り
、

つ
く
る
。
布
引

山
と

か
、
何
何
平
と
か
呼
ぽ
れ
る
地
形
が
こ
れ
で
あ
る
。

シ
ー
ツ

(布
)
を
ひ
ろ
げ
る
時

の
様
子
そ

っ
く
り
で
あ
り
、

一
面
灰
色

の
草
木
な
ど

一
本
も
な
い
荒
涼
な
平
坦
地
で
あ

砕
流
と

い
う
現
象
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
高
温
の
火

砂
流

か
ら
は
、
ま
だ
出

し
切

っ
て

い
な
い
ガ

ス
を
噴
出
し
な
が
ら
流

下
し
て
く
る
た
め
、
火
砕
流
底
部

の
ガ
ス
は
ち
ょ
う
ど
ク

ッ
シ
ョ
ン

の
役
目
を
は
た
し
、
流
下
す
る
際

の
地
表
と

の
摩
擦
を

少

く

な

く

し
、
高
速

で
、
し
か
も
地
表

の
小

さ
な
凸
凹
を
無
視
し
て
流
下
す
る

火
砕
流
現
象
を
と
る
。

し
た
が

っ
て
、
火
砕
流
に
ょ
る

上
限

は
ゆ
る
い
平
坦
な
地
形
を

矢
吹
町
西
方

に
み
え

噴
火
当
時
の
地
形
を
の
こ
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第二章 矢吹町の地形と地質

ま
た
、
矢
吹
町

に
は
D
I
層
の
上

に
火
砕
流
が
噴
出

・
堆
積

し
た
あ
と
で
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
削

っ
て
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
次
的
な

葉
理

(堆
積
時

に
で
き
る
砂

・
火
山
火
に
よ
る
ス
ジ
)

の
よ
く
発
達
し
た
凝
灰
岩
層
が

二
五

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
の
厚
さ
で
推
積
し

て
い
る
。
矢

吹
上
南
方

の
崖
、
矢
吹
高
校

の
周
辺
で
こ
の
堆
積
物
が
観
察
さ
れ
る
。
東
方

で
は
陣
ガ
岡

の
集
道
沿

い
、
堤

の
谷
底

に
も
広
く
観
察
さ
れ
る
。

層

層

火
で
化
い

こ
の
堆
積
物

は
、
堆
積

の
様
子
か
ら
火
砕
流

の
堆
積

し
て
地
形
の
水

の
た
ま

っ
て
い
た
凹
地
を
す
み

↑、

認

構

・

や
か
に
繕

・
た
も
の
・
壷

ら
れ
・
.
輩

か
潅

定
・
れ
・
当
場
の
次
の
甕

は
、
南
か
・
北

鱒

の
方
向

で
あ
る
。

新 しい 火 。翻 、 ㌃藤 繍 ・,・ ・ う ・'
山 灰A,難 器蹴 ・ ・¥

B層 一

薯糠 羅 羅 鞭 騨 顯._.
_㈲ 噸 隔,_締 ㌶ 讐 撫 鰹 ・・紅 。∴ ∴1∴ 艦 瓢 ・」
、磁暴毒・ 二謡 譲
1ご靴3旨「撒.窮 抽ヒずサ　　けゐい　 アピ

火 山 灰 と2次 的 堆 積'物(矢 吹 中学校南 方の崖)

幅 ・灘 粥
磯

蜷 謹 羅 、 。、

職 甲∫-鞭

鹸覇 灘藝 纏纏
矢吹家畜市場 の崖

郡山層の上部がみ られる。崖の3分 の1は 火山灰。3分 の

2が 郡山層、礫水の軽石、枯土化 した火山灰を多くはさむ

崖の下部よりエゴノキの種子の化石が出る。

台
地
を
作

っ
て
い

台

地

の

地

質

る
地
層
は
、
砂

・

粘
土

・
泥
炭

・
シ
ル
ト

・
礫

で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
地
層

は
郡
山

層

と

呼

ば

れ
、
洪
積
世
中
期

に
堆
積

し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
郡
山
層
と

一
括
さ
れ

る
地
層
の
分
布
は
広
く
、
こ
の
時
代
に
は

郡
山
以
南
の
中
通
り

一
帯
は
広

い
沼
沢
地

と
し
て
存
在
し
て
い
て
、
現
在
の
中
通
り

の
平
坦
地
の
原
形
が
形
成
さ
れ
た
。

矢
吹
付
近

の
郡
山
層

は
、
白
河
石

の
丘

陵
間

の
谷
を
埋
積
す
る
形
で

存

在

す

る

が
、
地
表
で
は
白
河
石
と

の
直
接

の
関
係

は
観
察
さ
れ
な

い
。
ボ
ー
リ

ン
グ
の
資
料

21



第一編 矢吹町の自然

←もり土

台地を削む細
長い谷の

地質

←谷を うめた

砂 ・粘 土層

・一溶結凝灰岩

の2次 的堆

積 物

糸田力・し・ラ ミ
ナカ～ズへられ

た

 

麟
欝

堤の南の橋の工事現場

dCb

a 、 エ ゾ マ ツb、d、 ヒ メ パ ラモ ミ

c 、 ヤ ッ ガ タ ケ トウ ヒ(×0.8)

f

鱒

㊥ 裏

働

穀

e、 オ ニグル ミの堅果

ダイ ジ ユの種子

の種子

轡醸
三

f、 オ オ バ ボ

9、 チ ヨウセ ンゴ ヨ

h、 エ ゴノキの種子i、 ハ

ソノキの種子(xo.8)hとiは 現在 の

矢吹で もみ られ る。

 

で
み
る
か
ぎ
り
、
地
層
の
厚
さ

二
〇
～
三
〇

メ
ー
ト
ル
で
白
河
石
、
な

い
し
は
白

河
石
の
二
次
的
堤
積
物
を
直
接

の
基
盤
と
し
て
堆
積
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
表
部

で
観
察
さ
れ
る
地
層

の
様
.r
か
ら
、
沼
沢
地
的
環
境
に
堆
積
し
た
と

考

え

ら

れ

る
。台

地
の
地
質
が
良
く
観
察
さ
れ
る
所

は
、
国
道

四
号
線
沿

の
矢
吹
家
畜
市
場
付
近
と
堤
付
近
が
あ

げ

ら

れ

る
。
と
く
に
堤
の
南
側

の
崖

で

は
、
泥
炭
層

・
砂
層

よ
り
多
量

の
植
物
化
石
が
産
出
す
る
。
ド
部
よ
り
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ

・
エ
ゾ

マ
ッ

・
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
の
毬
果

・
ス
モ
モ

の
核
果

・
チ

ョ
ゥ
セ
ン
ゴ

ヨ
ウ

の
種
子
、
上
部

よ
り
、
オ

ニ
グ

ル
ミ
の
堅
果

・
エ
ゴ

ノ
キ
、ボ
ダ
イ
ジ

ュ
の
種
f
が
産
出
し
て
い
る
。
(第

9
図
、

第
10
図
)

と
く
に
こ
れ
ら
の
植
物
化
石
は
砂
層
中

に
多
産
し
て
お
り
、
化
石

の
破
損
も
少
な
く
、
堆
積
し
た
場
所
か
ら
す
ぐ
近
く
か
ら
運

ば

れ

て

き

た
。
現
地
性
の
化
石
と
考

え
ら
れ
、
当
時

の
矢
吹

の
気
候
を
知
る
う
え
で
大
切
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
化
石
は
、

い
ず
れ
も

が
現
在

の
矢
吹
町
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
植
物
で
あ

り
、
と
く
に
ド
部

の
化
石
は
こ
の
地
層

の
堆
積

し
た
当
時
の
寒
冷
な
気
候
を
示

し
、
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第二章 矢吹町の地形と地質

当
時

の
気
温
が
年
平
均

で
八
～

一
〇
度
も
低
く
か

っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
を
氷
河
時
代
、
な
い
し
は
氷
河
期
と
呼

ん
で
お
り
、
世
界
全
体
が
寒
冷
な
気
候

に
さ
ら
さ
れ
た
。
上
部
的
化
石
は
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
狙
か
な
気
候
を
示

し
、
全
体
と
し
て
寒
冷
か
ら

温
暖

へ
向

い
つ
つ
あ

っ
た

こ
と
を
.小
し
て
い
る
。

矢
吹
町

一
帯

は
那
須
火
山
か
ら
飛
ぽ
さ
れ

て
き
た
火
山
灰
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
風
化
し
て
、
か
な
り
粘
土
質

風

化

火

山

灰

層

に
な

っ
て
お
り
、
普
通
、
赤

土
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
火
山
灰

は
A
層

・
B
層

・
C
層

・
D
層

に
新
し
い
も

の
か
ら
分
け

ら
れ
て
い
る
.
ま
た
火
山
灰
は
、
噴
出
し
た
火
山

に
近
づ
け
ぽ
層
厚
を
増
し
東
方

へ
遠
ざ

か
る
ほ
ど
層
原
が
減
る
。
矢
吹
付
近

で
は
、
A

・
B

層
は
白
河
付
近

ほ
ど
明
瞭

に
存
在
せ
ず
、
C

・
D
層
は
厚
く
存
在
し

て
い
る
。
ま
た
火
山
灰
は
白
河
方
向

へ
厚
さ
を
ま
し

て
い
る
。
第
6
図

の

矢

吹
中
南
方

の
崖

で
は
全
部

の
関
係
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
C

・
D
層
は
、
軽
石

・
ス

コ
リ
ア

・
火
山
砂
が
層
状

に
多
く
入

っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
粘
土
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
当
時
の
火

山
活
動

の
激
し
さ
を
充
分
語

っ
て
く
れ
る
。

C

・
D
層
は
、
白
河
石

か
ら
な
る
丘
陵
と
、
白
河
石

の
二
次
的
堆
積
物
か
ら
な
る
丘
陵

の
上
を
お

お

っ
て
い
る
。

耶
山
層
L
に
は
分
布

し

な

い
が
、
郡
山
層
中

に
は
、
軽
石
の
礫

・
粘
土
化
し
た
火
山
灰
と
み
ら
れ
る
も
の
が
多
く
存
在
し
、

C

・
D
層

の
火
山
灰
が
地
層
形
成
中

に
混
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。
A

・
B
層
は
黄
褐
色
～
赤
褐
色
の
あ
ま
り
粘
土
化

の
進

ん
で
い
な

い
火
山
灰

で
、
赤
燈
色

の
風
化

し
た
軽
石

の
二
～
三
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
つ
ぶ
を
点
在
さ
せ
る
ぐ
ら

い
で
均
質
で
あ
る
。
ま
た
、
分
布

は
前

の
C

・
D
層
の

上

や
、
段
丘
堆
積
物

を
直
接
に
椎
積

し
て
い
る
。

(阿
部

健

一
郎
)
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第一編 矢吹町の自然

第1図 日本の森林地帯
本
州

第
三
章

植

!「、

 

北
海
道

・
ゐ

汐

'

孟

.

ρ

.層7
'

四
国九

州

琉
球

45
　
3540
北緯(度)

30

沙

.

■ 亜寒帯(亜 高山帯〉

[=]温 帯(山 地帯)

巨匿1ヨ暖 帯(イ蛋士也帯)

吻 亜熱帯

標
高

米
4066

2000

庭
灘鱗

　砂

グ

物

世
界

の
植
物
帯
か
ら
見

る
と
日
本

は
北
帯

の
東
亜
植
物
区
系
に
属
し
て

い
る
。
沖
縄

か
ら
北
海
道
ま
で
、
南
か
ら
北

へ
約
三
、
0
0
0

キ

ロ
メ
ー

ト

ル
に
も
及
ん
で
い
る
た
め
、
生
育
す
る
植
物

の
種
類
も
面
積

の
割
合
に

は
き
わ
め
て
多

い
。
日
本

の
植
物
帯
を
気
候
帯
に
対
応
し
て
次

の
四
帯

に

大
別
し
て
い
る
。
(第
1
図

は
日
本
の
森
林
帯
を
示
す
)
。
亜
熱
帯
…
琉
球

沖
縄
地
方

で
年
平
均
気
温
が
二

一
度
以
上
。
暖
帯

…
九
州
、

四
国
、
本
州

西
南
部
、
年
余
均
気
温

一
四
度
～

二

一
度
。
温
帯

…
本
州
北
部
と
北
海
道

西
南
部
、
年
平
均
気
温
六
度
～

一
三
度
。
亜
寒
帯
…
北
海
道
東
北
部
、
年

平
均
気
温

六
度
以
下
の
地
域
。
ま
た
、
本
州
中
部

を
例
に
と
り
垂
直
的

に

見
る
と
、
標
高
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
位
ま
で
を
低
地
帯

(
丘
陵
帯
)
と
呼
び
、

シ
イ

・
カ
シ
な
ど
を
主
と
す

る
常
緑
広
葉
樹
林
で
代
表
さ
れ
る
。
標
高
五

〇
〇
～

一
、
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
山
地
帯

(
低
山
帯
)
と
呼
び
、
こ
こ
に

は
、
ブ
ナ

・
、ミ
ズ
ナ
ラ

・
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
を
主
と
す
る
温
帯

林
、

　
、
七
〇
〇
～

二
、
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
亜
高
山
帯
と

い
い
、

ト
ウ

ヒ
.
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
の
常
緑
針
葉
樹
を
主
と
す
る
亜
寒
帯

の
植
物
、

二
、五

〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上

に
な
る
と
高
木

は
姿
を
消

し
、
低
木
や
草
本
群
落
を
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第2図 現 存 植 生 図

玉
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村
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撫
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・

 
脚

…
脚蹴

副
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島
村
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欝
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戻

◎

.

 

講
亀

・
.駆

葬旦

翼

..

N＼

 
　層勲

・

藤
纏

川
泉
崎
村

天
栄
村

[

主
と
す
る
高
山
帯
と
な
る
。

こ
の
垂
直
分
布
は
南
に
い
く

に
し
た
が

っ
て
高
く
な
り
、
北

に
い
く
に
し
た
が

っ
て
低

く
な
る
。
た
と
え
ぽ
森
林
限
界

の
標
高

は
、
富

士
山
で
は

三
、
0
0
0

メ
ー
ト
ル
、
福
島
県

の
高
山
で
は
二
、
○
0

0

メ
ー
ト
ル
、
北
海
道
で
は

一
、
0
0
0

メ
ー
ト
ル
位
で

あ
る
。
水
平
分
布

か
ら
す
る
と
福
島
県

の
浜
通
り
低
地
は

暖
帯
、
そ

の
他

の
低
地
や
低

い
山
地

で
は
温

帯

に

あ

た

る
。
矢
吹
町
は
、
東

に
は
阿
武
隈
山
地
、
西
に
奥
羽
山
脈

が
あ
り
、
そ

の
間
の
中
通
り
南
部
に
位
置
し
、
平
均
標
高

二
九
〇

メ
ー
ト
ル
の
平
担

丘
陵
地
帯

に
あ
り
、
年
平
均
気

温
が

一
二
度
前
後
、
温
帯
と
暖
帯

の
境

に
あ
た
る
地
域
で

と

ぽ

あ
る
。
平
坦
地
の
た
め
植
物

の
種
類

と
し
て
は
変
化

に
乏

し
い
が
、
暖
帯
性

の
植
物

な
ど
も
混
り
、
ま
た
、
北
限
と

考
え
ら
れ
る
植
物
な
ど
も
あ
り
、
比
較
的
興
味
深
い
地
域

と
考
え
ら
れ
る
。

一

現

存

植

生

矢
吹
町
管
内

の
現
存
植
生
図
を
第
2
図
に
示
し
た
。

航
空
写
真
と
現
地
調
査

に
よ
り
作
成
し
た
が
、
植
生
状
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況
は
近
時
急
速

に
変
化

し
て
い
る
こ
と
、
及
び
縮
尺
の
関
係
で
き
わ
め
て
大
ま
か
で
あ
り
、
じ

ゅ

う
ぶ
ん
と
は
い
え
な
い
が
、
管
内
植
牛
.の
概
況
を
知

る
こ
と
は
可
能
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
当

地
域
の
代
喪
と
も
考
え
ら
れ
る

コ
ナ
ラ
林
と
植
栽

さ
れ
た

ア
カ

マ
ツ

・
ス
ギ
林
が
多

い
こ
と
、
そ

れ
に
矢
吹
が
原

の
開
拓
事
業

に
よ
る
水
川
畑
地
が
き
わ
め
て
多

い
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の

現
存
植
生
の
大
部
分
は
、
人
間
が
長

い
年
月

の
間
に
自
然
植
生
を
破
壊
し
た
あ
と
に
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
白
然
植
生
が
、
人
間

に
よ

っ
て
お
ぎ

か
え
ら
れ

て
で
き
た
代
償
植
生
で
あ
る
。

林
や
垣
根

の
周
囲
、
川
辺
の
斜
面
な
と
を
お
お
う
よ
う
に
生
育
し
て
い

マ
ン
ト

・
ソ
デ
群
落

る

つ
る
植
物
や
、
低
木
を
主
と
し
た
群
落
を

マ
ン
ト
群
落
と

い
う
。

こ

林

の
構

成

種

は
次

の
よ

う
な

も

の
で
あ

る
。

ク
ズ

・
ヤ
ブ

ガ

ラ

シ

・
カ

ナ

ム
グ

ラ

・
ヤ

マ

ノ
イ

モ

・
ト

コ
ロ

・
ス

イ

カ
ズ

ラ

・
ミ

ツ
バ

ア

ケ
ビ

・
カ

ラ

ス
ウ

リ

・
フ
ジ

・

ノ
ブ
ド

ウ
、

低

木

と

し

て

は
、

イ
ボ

タ

ノ
キ

・
ム
ラ

サ

キ

シ

キ
ブ

・
ウ

ツ
ギ

・
キ
ブ

シ

・
ニ
ワ
ト

コ

・
ヌ

ル
デ

な

ど

で
あ

る
。

ま

た
、

垣

根

や
林

縁

に
そ

っ
て
そ

の
周

辺

を

ふ
ち

ど

る

よ
う

に
帯

状

に
し
げ

る

草
本

か
ら

な

る

群
落

を

ソ
デ
群

落

と

い
う
。

こ
の
群

落

の
構

成

種

は
、

イ

ノ

コ
ズ

チ

・
ア

カ
ネ

・
ヨ
モ
ギ

・
ヤ
ブ

ジ

ラ

ミ

・
ス

ギ

ナ

・
ツ

ユ
ク

サ

・
コ
ブ

ナ
グ

サ

・
ヌ
カ

キ

ビ

・
イ

タ

ド

リ
な

ど

で

あ

る
。

こ

れ

ら

の
群
落

は
、
樹

林

が

草
原

や
裸

地

と

接

す

る
と

こ

ろ
な

ら

い
た

る
と

こ

ろ

に
見

ら
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れ
る
。

…
見
じ

ゐ、
ま
も
の
に
見
え
る
が
、
森
林

の
周
辺
、
.露
出
し
た
裸
地
や
斜
面
を
お
お
い
、
風
を
防
ぎ
、
日
光
の
直
射
、
大
.雨

に
よ
る
土
砂

の
流
出
を
防
ぐ
な
ど
森
林
保
護
の
亟
.要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
林
内

に
道
路
が
で
き
た
り
、
宅
地
が

つ
く
ら
れ
た
り
し
て
森
林

の

一
部
が
伐
採
さ
れ
、

マ
ン
ト

・
ソ
デ
群
落
が
と
り
の
ぞ
か
れ
た
り
す
る
と
、
急

に
林
内
に
日
光
や
風
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
植
物
社
会

の
秩

序
が
乱
れ
、
林
内
は
あ
れ
た
様
相

を
qL
す
る
よ
う

に
な
る
。

中
通

り
低
地
は
吉
岡

(
一
九
五
四
)
に
よ
る
と
、
ア
カ

マ
ツ
林
区
と
い
わ
れ
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
ア
カ

マ
ツ
林
を
見
る

ア

カ

マ

ツ

林

こ
と
が
で
き

る
が
、

ア
カ
マ
ツ
の
自
然
林

は
当
矢
吹
地
域
に
は
見
ら
れ
ず
、
人
間
の
力
に
よ

っ
て
開
拓
さ
れ
植
栽
さ
れ

た
森
林

で
あ
る
。
も
と
も
と

ア
カ

マ
ツ
の
自
然
植
生
は
、
尾
根
す
じ
と
か
岩
が
.露
出
し
た
土
壌

の
浅

い
風
の
強
い
乾
燥
地
と
か
、
他
の
樹
木
の

物植章三第

比 較的 明るい林床の アカマツ林(中 畑)

第1表

高 木 層
(8m以 上)

アカマツニ次塑 組成 堅 田)

ア カ マ ツ

・鵠 膿:∵ 避 晃;竺ウリ

低 木 層

(2m
～0 .3m)

1ア ス マ ネザ サ ・ヶ ヤ キ ・コ コ メ ウ ツキ ・ナ

ッ ハ ゼ ・モ ミジイ チ ゴ ・不 ム ノキ ・ヤ マ ッ

ツ ジ ・ リヨ ウ ブ 。ネ ジ キ

サ サ ス ゲ ・ヒ カ ゲ ス ゲ 。ジヤ ノ ピ ケ"・ ミツ

バ ア ケ ビ ・サ ル ト リイバ ラ ・チ ヂ ミザ →卜・

コ ナ ラ ・ レソ ゲ ツ ツ ジ 。ワ ラ ビ ・ウ リカエ

デ ・ハ リギ リ 。シ ユ ン ラ ン

第4図 森 林 の盛1韓 構造 模 式 図

草 木 層

(0.3m以 卜')

『
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第一編 矢吹町の自然

灘
早 春のコナラ林 の林床

第2表 コナ ラ林 の組成(コ ナ ラ直 径18～22c皿 程度)

高 木 層1コ ナ ラ ・ク リ ・ヤ マ グ ク ラ

コ ナ ラ ・ヤマ ウ ル シ ・ホ オ ノキ ・ヌル デ

 

層木高亜

ガ マ ズ ミ ・ム ラサ キ シキ ブ ・ニ シ キ ギ ・

ヤ マ ツ ツ ジ ・ア ズ マ ネ ザ サ ・ア オ ハ ダ ・

ニ シ キ ギ ・ヤマ フ ジ ・オ トコヨ ウ ゾメ ・

ウ メ モ ドキ ・ ミツバ カ エ デ ・コ ブ シ ・ヌ

ル デ ・エ ゴ ノキ

ウ グ イ ス カ グ ラ ・コ ゴ メ ウツ ギ ・キ ハ ギ

・クサ ボ ケ ・サ ル ト リイ バ ラ ・ヒ カ ゲ ス

ゲ ・シ ラヤ マ ギ ク ・チ ヂ ミザ サ ・ワ ラ ビ

・コ ナ ラ ・ヤ マ ツ ツ ジ ・ノ イバ ラ ・ノ ダ

ケ ・イ チ ヤ ク ソ ウ ・オ ケ ラ ・ヘ ク ソ カ ズ

ラ ・チ ゴユ リ ・ヤ マ ガ シ ユウ ・ ミツバ ア

ケ ビ ・ギ ンラ ソ

低 木 層

草 本 層

 

い
し
、
材

の
川
途
も
広
い
の
で
人
為
的

に
植
栽
さ
れ
現
在

に
い
た

っ
て
い
る
。
次
に
ア
カ
マ
ツ
ニ
次
林
の
組
成
を
示
す
。

な
お
森
林
の
成
層
構
造
を
次

の
よ
う

に
す
る
。
(第
4
図
)
高
木
層

(樹
高
八
メ
ー
ト
ル
以
上
)
・
亜
高
木
層

(樹
高
八

メ
ー
ト
ル
以
下

ニ
メ

ー
ト
ル
)
.
低
木
層

(樹
高
ニ
メ
ー
ト

ル
以
下

0

・
三

メ
ー
ト
ル
)
・
草
本
層

(○

・
三
メ
ー
ト
ル
以
下
)、

そ

の
他

コ
ケ
層

・
地
中
層
な
ど
も

考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
上
記
四
層
と
す
る
。

人
間

に
よ

っ
て
伐
採
さ
れ
、
火
入
れ
な
ど

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
自
然
林

の
あ
と
に
生
育
し
て
く
る
林
を

二
次
林
と
呼

コ

ナ

ラ

林

ぶ
が
、

こ
の
二
次
林
も
代
償
植
生

(人
間

の
影
響

に
よ

っ
て
変
え
ら
れ
た
植
生
)

で
、
武
蔵
野

の
雑
木
林
は
そ
の
代
表

的
な
も

の
で
あ

る
。
矢
吹
地
域

の
コ
ナ
ラ
林
も
当
然
こ
の
仲
間
で
あ
る
。

こ
の

コ
ナ
ラ
林

の
多
く
は
、

一
五
年
～
二
五
年
に

一
回
薪
炭
材
と
し

生
育

に
不
都
合
な
立
地

に
生
育
し

て
い
た
が
、
人
間
が
登
場
し
、
自

分
達

の
生
活
域
か
ら
山
地
に
い
た

ば

つ
さ

い

る
ま
で
自
然
林
を
伐
採
し
、
焼
き

は
ら

い
破
壊
し
た
結
果
、
ア
カ

マ

ツ
は
陽
樹
で
あ
り
、
そ

の
種
子

に

は
翼
が

つ
い
て
い
て
風

に
運
ば
れ

易

い
し
、
ど
ん
な
や

せ
地
で
も
直

射
日
光
下
で
も
よ
く
発
芽

し
生
長

が
可
能

で
あ
る
た
め
、
人
間
が
破

壊
し
た
自
然
林

の
あ
と
に
二
次
的

に
生
育

し
、
そ
の
分
布
域
を
広
げ

て
き
た
。

ア
カ

マ
ツ
の
成
長
は
速

(第
1
表
)
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物第三章 植

ほ
う

が

て
伐
採
さ
れ
、
そ
の
後
、
切

り
株
か
ら
萌
芽
し
樹
林
が
再
生
さ
れ
る
。

こ
れ
が
く
り
か
え
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
存
続
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
秋
か
ら
冬

に
か
け

て
は
落
葉
か
き
が
行
な
わ
れ
た
り
、
下
草
刈
り
が
行
な
わ
れ
た
り
し

て
人
間

の
影
響
が
き
わ
め
て
多

い
た
め
に
、
群
落

を
構
成
す
る
植
物

の
種
類
も
き

わ
め
て
多

い
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
草
刈
り
や
、
落
葉
か
き
が
あ
ま
り
に
行
な
わ
れ
な

い
林
で
は
、

ア
ズ

マ
ネ
ザ
サ
が
優
先
し
林
床

の
草
本

の
種
類
が
貧
弱
と
な

っ
て
い
る
。
部
落
周
辺
や
、
耕
地

の
問
に
残
存

し
て
い
る
林
な
ど
は
人
間
の
影
響

を
多
く
受
け

て
い
る
の
で
、
林
床

に
は
ク
サ
ボ
ケ
が
多

い
の
が
特
徴

で
あ
る
。

ア
カ

マ
ッ
林

の
よ
う

に
広
大
な
植
栽
地

は
な
い
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
杉
林
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
杉
林

は
材
を
と
る

杉

林

た
め
に
密
植
さ
れ
て
い
る
た
め
林
床

は
き
わ
め
て
暗
い
の
で
、

サ(

`

蕪

 

轟
畿

〉

㎡長

壁難遡 一
杉植栽林(五本松)

姦羅繍

鉱 鎧

、騨 ・ 葦
アぜくれ る

虹雛 凸 譲 霞勢氏る

ー

補
糠

蒙

、
冷

藝

,

r

F七

鋸

糊

懸
蕪

繊

灘
鍵

茉

鱒羅
鞭

,

欝
難

醗

麹
竹

難

羅

、、

鷺濾

灘

蟹

。,

等

林
床
植
物
は
少
な

い
。

サ墾

九
荻
フ誓

駐

軽

鉱
"

キ
な

ど

、
草

本

と

し

て

は
、

ガ

ガ
イ

モ

・
ヤ

マ
ノ
イ

モ

・
ト

コ

ロ

・
ノ
ブ

ド
ウ

・
ツ

ル

マ
メ

・
ハ
ン

シ

ョ

ウ
ヅ

ル

・
ヤ

マ
ガ

シ

ュ
ウ

な

ど

の

つ
る
植

物

、

ホ

ト

ト

ギ

ス

・
フ
キ

・
ミ
ズ

ヒ
キ

・
キ

ツ
リ

フ
ネ

・
ア
カ

ソ

・
チ
ヂ

ミ
ザ

サ

・
イ

ノ

コ
ズ

チ

・
ヒ
ト

リ

シ
ズ

カ

・
ワ

ラ
ビ

・
ソ
ク

ズ

・
マ

ム
シ
グ

サ

・
シ
ダ

の
仲

間

、

誉
椀
麗
灘

が
、
現
在
み
ら
れ
る
も
の
は
中
国
が
原
産
地
と

い
わ
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第一編 矢吹町の自然

れ

る
。

マ
ダ

ケ
や

モ
ゥ

ソ
ウ

チ

ク
は

高
温

・
多

雨

を
好

み
、

最

低

気

温
が

マ
イ

ナ

ス

一
〇
度

C
以

下

の
と

こ
ろ

で

は
生

育

が
困

難

で

あ
る

。
竹

林

は
密

に
繁

茂

し

て

お
り

、
林

床

は
比
較

的

暗

い
の

で
植
物

の
種

類

も

あ
ま

り
多

く

は
な

い
。

前

窪

の
竹

林

の
林

床

植

物

を
見

て
み

る
と

、

ア

オ

キ

.
ケ
ヤ

キ

.
サ

ン
シ

ョ
ウ

.
ッ
リ

バ

ナ
な

ど

の
低

木

(
樹

高

は

い
ず

れ

も

五
〇

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
以

下
)
、

草
本

と

し

て
、

タ
チ

ツ
ボ

ス

ミ
レ

.
コ
ウ

ヤ

ワ
ラ

ビ

・
ド

ク
ダ

ミ

・
ウ

ラ

シ

マ

ソ
ウ

・
ヒ
ト

リ

シ
ズ

カ

・
フ
タ

リ

シ
ズ

カ

・
ヤ

マ
ガ

シ

ュ
ウ

・
サ

ル

ト
リ

イ
バ

ラ

●
ミ
ズ

ヒ

キ

.
ク
サ

ソ

テ

ッ

・
ア

キ
ギ

リ

・
ア
カ

ネ

・
ヤ
ブ

ラ

ン

・
ウ

バ

ユ
リ

・
チ

ゴ
ザ

サ

・
チ
ゴ

ユ
リ

・
ツ

ル
ツ

ゲ

・
ソ

ク
ズ

・
ヤ
ブ

コ
ウ

ジ
な

ど

林

第3表 諏訪山保健保安林の植生(6月)

林ア

 

シコ ナ ラ 林

 

、
、、、

＼

イ ヌ シデ ・ア サ ダ ・ハ リ

ギ リ ・ケ ヤキ ・コ ブシ ・

ヤ マザ ク ラ

コナ ラ ・ク リ ・ヤマ ザ ク

ラ ・ホ オ ノ キ局木層

ヤマ モ ミ ジア オ ハ タ ・ク リ ・ア カ マ

ツ ・ヤ マ ウ ル シ

ホ オ ノキ ・ヤ マ ウ ル シ ・

ヤマ ザ クラ ・ハ ナ イ カ ダ

・オ ト コヨ ウ ゾ メ ・ツ リ

バ ナ ・コシ ア ブ ラ ・ハ リ

ギ1」 ・コ ブ シ ・キ ンギ ン

ボ ク

サ サ ス ゲ 。チ ゴユ リ 。ヒ

カ ゲ ス ゲ ・コ ブ シ ・ヤ ブ

ラ ン ・ヤ マ ノレリ ソ ウ ・タ

チ ツボ ス ミ レ ・ヤ マ ガ シ

ュウ ・ハ エ ドク ソ ウ ・キ

ズ タ ・ホ オ ノ キ ・クPモ

ジ ・クモ キ リ ソウ ・イ ヌ

ドウナ ・ハ リギ リ ・シ ラ

ヤマ ギ ク ・ク マ ヤ ナギ ・

ム ラサ キ シ キ ゾ ・モ ミジ

イチ ゴ

尚木層

ホ オ ノキ 。ヤマ ウ ルシ ・

ヤ マ ザ ク ラ ・ハ ナ イ カ ダ

・オ トコ ヨ ウ ゾ メ ・ソ リ

パ ナ ・ウ リカエ デ ・ガ マ

ズ ミ ・イ ヌ シデ ・ヤ マ ツ

ツ ジ ・ニ シキ ギ ・ム ラ サ

キ シ キ ブ ・ア ズ マ ネザ サ

・カ ザ グル マ

低木層

サ サ ス ゲ ・チ ゴ ユ リ ・ヒ

カ ゲ ス ゲ ・コブ シ ・ヤ ブ

ラ ソ ・ヤ マ ル リソ ウ ・タ

チ ツ ボ ス ミ レ ・ヤマ ガ シ

ュウ ・ハ エ ドク ソ ウ ・ノ

タ ケ ・ヤ マ フ ジ ・ギ ボ ー

シ ・ガ マ ズ ミ ・ ミツバ ァ

ケ ビ ・ス ミ レサ イ シ ン

草本層

1

縁

に
は
ト

コ
ロ
歳
ど
の
つ
る
植
物
も
み
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
.に
よ

っ
て
は
林
床

に
ク
マ

ガ
で
ソ
ウ
の
群
落
を
見
る

こ
と
が
あ
る
。

諏

訪

山

保

健

保

町

の
ほ
ぼ
中
央
、

安

林

の

植

生

役
場
庁
舎

の
東
北

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
約
三

・
八

ヘ
ク

タ
ー
ル
璽
面
積
を
も
つ
こ
の
森
林

は
、
神

社
周
辺
を
除
け
ば
ほ
と

ん
ど
が
県
有
地
で

あ
り
、
伐
採
さ
れ
な
か

っ
た
た
め
、

コ
ナ

ラ
・で

ヌ
シ
デ
・
ハ
リ
ギ
リ
・
コ
ブ

シ
・ア
サ

ダ
な
ど
大
き
な
も
の
は
直
径
九
〇

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢

二
〇
〇
年
程
度

の
も
の

が
多
数
あ
り
、
み
ご
と
な
森
林
を
形
成
し

て
い
る
。

こ
こ
に
は
矢
吹
町
に
存
在
す
る

植
物
の
ほ
と
ん
ど
が
生
育
し
て
い
る
と

い
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第三章 植 物

第5図 諏訪山保健保安林植生図
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第6図 川原植生三城目
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川
の
上
流
で
は
、
川
幅
が
せ
ま
く
流
れ
が
速
い
の
で
主
と
し
て
浸
食
作
用
が

お
こ
な
わ
れ
、

川

原

植

生

搬
さ
れ
、
と
こ
ろ
に
よ
り
川
原
が
で
き

て
い
る
が
、

る
。
中
流
に
な
る
と
、
川
幅
は
広
く
な
り
、
流
れ
も
ゆ
る
や
か
と
な
る
た
め
浸
食

は
比
較
的
少
な
く
堆
積
が
お
こ
な
わ
れ
、

の
か
な
り
広

い
川
原
が
形
成
さ
れ

て
い
る
が
、
植
生

は
不
安
定
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。

川
原

の
最
前
線

に
は
ヤ
ナ
ギ

・
ミ
ゾ

ソ
バ

・
タ
デ
な
ど

の
群
落
、

・
イ
ヌ
ビ

エ
・
ギ

シ
ギ
シ

・
ア
キ

ノ
ゥ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

つ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

次
に
こ
の
森
林

を
代
表
す
る

コ
ナ
ラ
林
と

シ
デ
林

の
植

生

を

示
す
。

(第
3
表
)
、

こ
の
二
種

の
群
落

の

構
成
種

は

ほ
と

ん
ど
が
多
年
生
植
物

で
あ
り
、
木
本
植
物

の
ほ
と
ん
ど
が
冬

に
落
葉
す

る
。
草
本
植
物
の
生
活

形
は
半
地
中
植
物

か
地
中
植
物

で
あ
る
の
で
、
季
節

に
よ

っ
て
群
落

の
す

が
た
や
構
成
種
の
量
的
割
合
も

か
わ
る
。
高
木
が
葉
を
開
き
樹
冠
を
お
お

ほ
う

が

う
前
に
林
床
植
物
の
多
く
の
も
の
は
萌
芽
し
開
花
し
、
や
が

て
高
木

へ
と

移

っ
て
い
く
。
こ
の
植
生
活
動

の
時
間
的
ず
れ
に
よ

っ
て
、
限
ら
れ
た
太

陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
互
い
に
利
用
し
共
存

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
森
林

の
林
床
植
物
で
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
淡
紫

ま

た

は

白

色
、
長
い
だ
円
形
の
八
枚
の
が
く
を
も
つ
花
を
咲

か
ぜ
る
カ
ザ
グ

ル
マ
、

か

れ

ん

大
樹

の
根
元
近
く
に
ル
リ
色
の
可
憐
な
花
を
静
か
に
咲
か
せ
る
ヤ
マ
ル
リ

ち
ん

き

ソ
ウ
、
東
北

の
珍
奇
植
物
の

↓
つ
で
あ
り
、
群
落
を
な
し
て
お
り
、
山
菜

と
し
て
珍
味

で
も
あ
る
イ

ヌ
ド
ウ
ナ
な
ど
は
特
筆
す

べ
き
種
類
で
あ
る
。

し

ん
し
よ

く

さ

れ
き

絶

え
ず
砂
礫
が
川
下
に
運

せ
ま

ほ
と

ん
ど
石

こ
ろ
ぽ
か
り
で
狭
く
、
植
生
も
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ

た

い
せ
き

小
石
と
あ
ら
い
砂

三
城
目
東
部

の
阿
武
隈
川

の
川
原

は
こ
れ
に
属
す
る
。

低
い
水
た
ま
り
の
で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
、
サ

ン
カ
ク
イ

ー
ミ
ゾ
ソ
バ

い
く
ら
か
小
高
く
安
定
な
と
こ
ろ
に
は
、

ヒ
ル
ガ
オ

・
ヤ
ブ
ガ
ラ
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難
ご

甘 爽

懸瀬
撚

ヨシ ・コオホネ群落(松 房池)

難
ぐきア なを パも

漉 襲霧灘・

職欄

影滋略,

懲　 議 藍
爵

川原植 群(三 誠 目)

シ

・
ス

ス
キ

・
ヶ

イ

ヌ
ビ

エ

・
オ
ナ

モ

ミ

・
ツ

ユ
ク
サ

・
ヨ
モ
ギ

・
オ
オ

イ

ヌ
タ

デ

・
ヤ
ブ

マ
メ

・

ア

カ

ツ

メ
ク

サ

・
オ

オ
バ

コ
、

さ

ら

に

ニ
セ
ア

カ

シ

ア
な

ど

の
樹

木

も

見

ら
れ

る
。

矢
吹

町

に
は
大

小

の
池

沼

が

数
多

く

見

ら

れ
る

。

こ
れ

ら

池
沼

の
岸

辺

に

は

池

沼

湿

地

湿
性

の
植
物

群

落

や
、

水

生

の
植

物

群
落

が

発

達

し

て

い
る

の
が

普

通

で
あ

植

物

群

落

る
。

大
池

北

部

の
低

湿

地

に
は
、

ハ
リ

イ

ー

・・
タ

ケ

ス

ゲ

・
サ
ギ

ソ
ウ

・
ネ

ジ

バ

ナ

・
シ

ロ
ネ

ニ

・・
ズ

ゴ

ケ

・
ア

キ

ノ
ゥ

ナ
ギ

ツ
カ

ミ

・
ヤ

ノ
ネ
グ

サ

・
イ

ヌ

ノ
ヒ

ゲ
な

ど

の
湿
性

の
植

物

が

み
ら

れ

る
。

つ
つ
み

松

倉

の
北
方

に
あ

る
堤

の
北

西
部

の
休

耕

田

は
湿

地

帯

と
な

り
特

有

の
植

物
群

落

を

な

し

て

い
る
。

ミ
ズ

ゴ

ケ

・
モ
ゥ

セ

ン
ゴ

ケ

・
オ

ニ
ス
ゲ

・
ア

ゼ

ス

ゲ

・
ミ

カ
ズ

キ
グ

サ

・
サ
ギ

ソ
ウ

・
ネ

ジ
。ハ
ナ

・
チ
ダ

ケ

サ

シ

・
ア

カ
バ

ナ

・
ヌ

マ
ト

ラ

ノ
オ

・
コ
ケ
オ

ト
ギ

リ

・
ミ
ズ

オ

ト
ギ

リ

・
サ

ワ
ギ

キ

ョ

ウ

・
シ

ロ
ネ

・
ゴ

ウ

ソ

・
ヒ
オ
ウ

ギ

ア

ヤ

メ

・
ヌ

マ
ガ
ヤ

・
ハ
リ

イ

・
ア
ギ

ナ

シ

・
ネ

コ
ヤ

ナ
ギ

・

サ

ワ

ア
ザ

ミ

・
ウ

メ
バ

チ

ソ
ウ

・
ミ
ゾ

ソ
バ

・
コ
ナ
ギ

・
ミ

ク
リ

・
ヨ
シ
、

ま
た

、

ア
カ

マ
ツ

・
ズ

、ミ

・
ハ
ン
ノ

キ
な

ど

の
樹
木

が

浸

入

し

て

い
る
。

水

辺

か

ら
池

沼

の
中

心

に
向

っ
て
、

ヨ
シ

・
コ
オ

て

い
す
い

ホ
ネ

・
ガ

マ
な
ど
の
挺
水
植
物
群
落
、
次
第

に
水
深
を
増
す

に
し
た
が

っ
て
、

ヒ
シ

・
ヒ
ル
ム
シ
ロ

な
ど

の
浮
葉
植
物
群
落
、

ク
ロ
モ

・
エ
ビ
モ
な
ど
の
沈
水
植
物
群
落
、
水
面
に
は
ウ
キ
ク
サ
な
ど
の

浮
水
植
物
群
落

の
分
布
と
な

っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
地
域
に
存
在
す
る
池
沼
は

有
機
質
多
く
、
栄
養
豊
富
な
た
め
水
が
に
ご

っ
て
い
る
の
で
沈
水
植
物

の
生
育
は
き
わ
め
て
少
な
い

よ
う
で
あ
る
。
松
房
池

の
西
南
部
で
は

ヨ
シ
の
中

に

コ
オ
ホ
ネ
が
混

っ
て
い
る
。

イ
ネ
の
栽
培
法
は
日
本
に
は
弥
生
式

土
器
時
代

に
中
国
か
ら
伝
わ

っ
た
と

い

水

田
雑

草

群

落

わ
れ
て
い
る
。
水
田
雑
草
は
こ
の
時

一
緒

に
渡
来
し
た
も

の
が
ほ
と

ん
ど
と
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第7図 池沼湿性植物群
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思

わ

れ

る
。

現
在

、

日

本

に

お
け

る
水

田

雑
草

は

一
九
〇

種

程
度

と

い
わ

れ
、

こ
れ

ら
が

水

田

雑
草

群

落

を
構

成

し

て

い

る
。

そ

の

主
な

も

の

を

あ
げ

る
と
次

の

よ
う

に
な

る

。

田

の
あ

ぜ

に

は

ヒ
デ

リ

コ

・
テ

ソ
ツ
キ

・
オ

ォ
バ

コ

・
ア
ゼ

ガ

ヤ

ツ

リ

・
ア

オ

ガ
ヤ

ツ

リ

・
ヒ

メ
ク
グ

・
ス

ス
キ

・
チ

ガ
ヤ

・
ヨ

モ
ギ

・
ヨ

メ

ナ

・
オ
オ

ア
レ

チ

ノ
ギ

ク

・
シ

ロ
ツ

メ

ク
サ

・

ハ
ル
ジ

ョ
オ

ン

・
ヒ

メ
ジ

コ
オ

ン

・
ヒ
メ

ム
カ

シ

ヨ
モ
ギ

・

コ
ウ

ヤ

ワ

ラ
ビ

・
ア
ゼ

ム

シ

ロ

・
ス
ギ

ナ

・
ア

メ
リ
カ

セ
ン
ダ

ン
グ

サ

・
タ

マ
ガ

ヤ

ツ
リ

・
ト
キ

ワ

ハ
ゼ

・
コ
ブ

ナ
グ

サ

・
ム
ラ

サ

キ

サ
ギ

ゴ

ケ
な

ど
、

水

田

の
中

に
は

ア
ギ

ナ

シ

・
コ
ナ
ギ

・

ヘ
ラ
オ

モ
ダ

カ

・
オ

モ
ダ

カ

・
ウ

リ

カ

ワ

・
タ
イ

ヌ
ビ

エ

・
ヤ

ナ
ギ

タ
デ

・
サ

ナ

エ
タ
デ

・

タ
ガ

ラ

シ

・
キ

ッ
ネ

ノ
ボ

タ

ン

・
ホ

シ

ク
サ

・
タ
ネ

ッ
ケ
パ

ナ

・
ス
カ

シ
タ

ゴ

ボ
ウ

・
ウ

キ

ク
サ

・
オ

ラ

ン
ダ

ガ

ラ

シ

・
イ

ヌ

ノ
ヒ

ゲ

・
イ
ボ

ク

サ

・
セ

リ

・
ア
ブ

ノ

メ

・
タ
ゥ

コ
ギ

・
タ
ビ

ラ

コ

・
コ
ウ

ガ
イ

ゼ

キ

シ

ョ
ウ
な

ど

き

わ

め

て
多

い
。

路

上

・
路

傍

植
物

は
種

f

の
生

産

量
が

き

わ

め

て
多

く
、

風

・
動
物

・

路

上

・
路

傍

植

物

群

落

銃

よ

。
て
広
く
幣

。
れ
、
。
た
発
芽
力
が
よ
文

繁
殖

.
生
長
が

旺
盛
で
あ
る
。

し
か
し
、
人

や
車
の
往
来

の
激

し
い
道
路

で
は
植
物

は

生
え
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
激

し
く
な

い
農
道

の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
は
道
路

に

そ添

っ
て
帯
状

に
値
物
が
生
青

す
る
。
比
較
的
踏

み
つ
け

の
多

い
と

こ
ろ
で
は
背

の
低

い
オ
オ
バ

農道の雑草群落

コ

.
ミ
チ

ヤ

ナ
ギ

・
オ

ヒ

シ
バ

・
ス
ズ

メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ

・
ニ
ワ

ホ

コ
リ
な

ど
、

特

に
オ

オ
バ

コ

は
絶

え
ず

踏

み

つ
け

ら
れ

る
と

い
一り
人

為

的
条

件

の
と

こ
ろ

に

の
み
生

育

し

て

い
る
。

す
な

わ

ち
オ

オ
バ

コ
は
人

為

条

件

に
対

し

て
き

わ

め

て
抵

抗

力

の
強

い
植
物

で
あ

る

か
ら

で

あ

る
。

道

の
両
側

な

ど

人

や
躯

に
踏

み

つ
け

ら
れ

る

回
数

が

少

な

い
と

こ

ろ

に

は
、

ヨ
モ
ギ

・

ハ
ル
ジ

ョ

オ

ン

・
ヒ

メ
ジ

ョ
オ

ン

・
ア
カ

ツ

メ
ク

サ

・
シ

ロ
ツ

メ
ク

サ

・
ス
ス

キ

・
ヤ

ハ
ズ

ソ
ウ

・
メ
ド

ハ
ギ

・
ヒ

メ
ム

カ

シ

ヨ

モ
ギ

・
カ

モ
ジ
グ

サ

・
オ
オ

ア

レ
チ

ノ
ギ

ク
な

ど
、

草

丈

の
高

く

な

る

植
物

が

多

く

み

ら
れ

る
。
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第4表 畑の雑草目録

カ ヤ ツ リ グサ ・ コ ゴ メ ガ ヤ ツ リ ・ナギ ナ タ

コ ウ ジ ュ ・ア レチ ノギ ク ・ ヒメ ジ ョオ ソ ・

ハ ル ジ ョオ ソ ・クル マ バ ザ ク ロ ソ ウ ・ツ メ

クサ ・ニ ワホ コ リ ・フ タ バ ム グ ラ ・ザ ク ロ

ソ ウ ・ヘ ビイ チ ゴ ・ ミツバ ・ガ ガ イ モ ・キ

ュ ウ リグサ ・ニ ガ ナ ・ヂ シパ リ ・ トキ ワ ハ

ゼ ・ム ラサ キ サ ギ ゴ ケ 。ニ ワヤ ナギ ・タ チ

ツ ボ ス ミレ ・ヤ ブ ガ ラ シ ・セ イ ヨ ウ タ ソポ

ポ ・カ ラス ビシ ャ ク ・ノ ボ ロギ ク ・ニ シ キ

ソ ウ ・コ ニシ キ ソ ウ ・オ オ イ ヌ ノ フ グ リ ・

タ チイ ヌ ノフ グ リ ・ハ コ ベ ・ウ シ ハ コベ ・

ミ ミナ グサ 。ナ ズ ナ ・ノ ミノ フ スマ ・ア カ

ザ ・コ ア カザ ・シ ロザ ・ア オ ビ ユ ・ツ ユ ク

サ ・カ タバ ミ ・イ ヌ タ デ ・ハ ル タ デ ・サ ナ

エ タ デ ・ス ベ リ ヒユ ・ク ワク サ ・エ ノキ グ

サ ・エ ノ コ ロ グサ ・イ ヌ ビユ ・ケイ ヌ ビ ユ

・メ ヒ シバ ・オ ヒ シバ ・ホ トケ ノザ ・カ キ

ドオ シ ・ヤエ ム グ ラ ・メ ナ モ ミ

ゼ 讐
悉 へ 、㌍ 勲

灘欝.
麟 繕轟

陣屋の二本ガヤ

雑
草

は
人
間
が
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ら
ば
、
ど

畑

の
雑

草

群

落

こ
に
で
も
生
え
る
。
い
く

ら
草
を
と

っ
て
も
耕
し
て

も
雑
草
を

一
本
も
な
く
す
こ
と

は
容
易

で
は
な
い
。

雑
草
の
種
子
は

一
般

に
小
さ
く
、
そ
し
て
き
わ
め
て
軽
く
、
風
や
人
そ

の

他
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
付
着
し
混
入
し
て
運
搬
さ
れ
、
散
布
さ
れ
易
く
で
き
てお

う

お
り
、
そ
の
上
、
悪
条
件
に
対
す
る
抵
抗
力
が
き
わ
め
て
強
く
繁
殖
力
が
旺

せ

い盛
で
あ
る
。
畑
地
雑
草
群
落
を
構
成
し
て
い
る
植
物

の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト

は

一
年
生
植
物
で
あ
る
。

つ
い
で
、
カ
ラ
ス
ビ

シ
ャ
ク

・
ド
ク
ダ

ミ
の
よ
う

に
越
冬
芽
が
地
中
に
あ
る
地
中
植
物
や
、
越
冬
芽
が
地
表
に
接
し
て
い
る
ジ

シ
バ
リ

・
タ
ン
ポ
ポ

・
オ
オ
バ

コ
な
ど
の
接
地
植
物

で
あ
る
。
耕
地
の
手
入

れ
が
悪
く
な
る
程
、
接
地
植
物
の
占

め
る
割
合
が
高
く
な
り
、

一
年
生
植
物

の
割
合
は
減
少
す
る
。
厳
密
に
い

っ
て
日
本
固
有
の
畑
地
雑
草

は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
外
国
か
ら
侵
入
し
た
も
の
と

い
わ
れ
る
。
以
下
そ

の
主
な
も
の
を
記

録
す
る
。
(第
4
表
)

二

天
然
記
念
物

・
古
木
、
そ
の
他

県
指
定
天
然
記
念
物

(陣
屋
の
二
本
カ
ヤ
)

所
在
地

西
日
河
郡
矢
吹
町
大
字
中
畑
字
本
村
五
七

所
有
者

岡
崎
憲
太
郎
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羨 　F
野 藤繍 腰 ・

灘 滋櫛

且小仏り松並木

鞍繋
Il衰謬梅沸/

爵,・ ぢ ド　
ざ

瑚

舞 ㌔ 凶 ・ヴド ドま

曇 ぎ
コ ヂ

旨 犠 潭 、嚢

漁無^熱'ゆ ヤ 　ザ も

・鰯

M"融 禿

'譲 ・' 轟

,

,1「

難

簾

Ψ 弁 晒
㌧

謹 欝 一'

灘

逡'

灘 藩灘_
難

古山王の種蒔桜

四 》泊鋭 簡,降 γ'、

と 昭
和
四
六

 

年

四
月

一
四
日
指
定

こ
の
二
本
カ
ヤ
は
、
岡
崎
氏
宅
地
内

に
あ
る
。

こ
こ
は
天
保
八
年

(
一
八
三
七
)
に
当
地

方

の
領
主
と
な

っ
た
旗
本
松
平
軍
次
郎
の
陣
屋
で
、
陣
屋
建
設
当
時
す

で
に
み
ご
と
に
生
育

し

て
い
た
の
で
残
し
た
と
記
録
さ
れ
、
南
北

に
一
メ
ー
ト
ル
の
間
隔

で
並
立
し
て
い
る
。
南

側
の
カ
ヤ
は
根
囲
り
五

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
地
上

六
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幹
囲
り
五

・
一
八

メ
ー
ト
ル
、
樹
高

二
〇

メ
ー
ト
ル
、
樹
冠
は

一
三
メ
ー
ト
ル
と

一
八

メ
ー
ト
ル
。
北
側

の
カ

ヤ
は
根
囲
り
四

・
八

メ
ー
ト
ル
、
地
上
六
〇

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
幹
囲
り
四

・
〇
三
メ
ー
ト

ル
、
樹
高

一
九

メ
ー
ト
ル
、
樹
冠
は

一
一
メ
ー
ト
ル
と

一
七

メ
ー
ト
ル
と
広
が

っ
て
い
る
。

樹
高

は
既
指
定

の
も

の
よ
り
高

い
。
大
木
の
わ

り
に
樹
勢
が
良
く
、
旧
陣
屋
庭
園
内

に
あ
る

こ

な
ど
か
ら
貴
重
で
あ
る
。

昭
和

四
十
九
年

二
月
十
二
日
県
指
定
、
史
蹟

五
本
松

五

本

松

自

然

楚

、

r

の
松
並
木
と
し
て
昭
和

五
十

二
年
七
月

二
十
六
日
矢

環

境

保

全

地

域

吹
町
指
定
。

五
本
松

と
泉
崎
村
踏
瀬
間
の
旧
四
号
国

道

の
両
側

に
は
合
計

二
三
三
本

の
ア
カ

マ
ツ
が
あ
り
、

み
ご
と
な
松
並
木

を

な
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
道
路
北
側

の

一
一
六
本
が
矢
吹
地
域
に
属
し
て
い

る
。
太

い
も
の
は
目
通
り
幹
囲
り
二
四
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
目
通

り
幹
囲
り

一
五
〇
～

一
八
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
多
く
、
樹
高
は
二

〇

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
は
太

い
も

の
で

一
三
〇
年
、
そ
の
他
は
九
〇
年
前
後
と

推
定
さ
れ
る
。

こ
の
松
並
木
は
松
平
定
信

の
時
代
に
領
内

の
街

道

に

松

苗

二
、

三
〇
〇
本

を
植
え
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る

と

い

わ

れ
、
明
治
十
八
年
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頭
、
畜

慧

義

-態

.

}

ご

り、

な

研蒙

錦

、欝登

遜翼
ぎ 懸,轍

隔 鞠 轟 一蓼弼

菰 饗∵愛蒸
篭 。

∫/騨

…撫 載
麟 灘

趨

鍵
鞍

ニし 　

梅 濠」
弼'・ ご♂{・

中畑澄江寺の大杉

、㍉:〕 趣 撫 憂 難 ゼ

ザ ダ 構蝋 脚 '・蟻 曝 擦

嚢ヅ耽 飢認 レ 残
蝋

山王寺の臥竜の松

山

王

寺

臥

竜

の

ア
カ

マ
ツ
林
区
と
い
わ
れ
ア
カ

マ
ツ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り

き
わ
め
て
少
な
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

ス
ギ
ば
ま

っ
す
ぐ

に
伸
び
る
と

い
う
意
味

の

「直
」
が
語
源
。

ス
ギ
の

澄

江

寺

の
大

杉

一
番
多

い
の
は
日
本
で
、
世
界
的
に
有
名
で
あ
り
、
昔

か
ら
神
社
や
寺

に
よ
く
植
樹
さ
れ
、
民
俗
的
に
も
縁
が
深

い
。
中
畑
澄
江
寺

の
裏
側
に
あ
る

ス
ギ
は
、
本
町
内

で
は
最
大
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
目
通
り
幹
囲
り
六

・
〇
六
メ
ー
ト

ル
、
樹
高
三
〇

メ
ー
ト
ル

を
越
し
、
推
定
樹
齢

四
〇
〇
年
、
近
寄
る
と
年
輪

の
重
さ
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
に
な
る
。

(
一
八
八
五
)
頃
補
植
し
た
も
の
で
あ
る
。

歴
史
上
か
ら
も
ま
た
、
自
然
環
境
上

か
ら
も
大
変
貴
重
な
松

並

木

で

あ

る
。

大
和
久
井
戸
尻

に
あ
る
推
定
樹
齢

二
三
〇
年

の

エ
ド

古
山
王
の
種
蒔
桜

ヒ
ガ
γ
で
、
花

は
淡
紅
色
、
目
通
り
幹
囲
り
四

・
三

ヒ

メ
ー
ト
ル
、
地
上

.一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
よ
り
数
本

に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。

お
う
せ

い

樹
高

一
〇

メ
ー
ト
ル
枝
張
り
も

よ
く
、
ま
た
、
樹
勢
も
旺
盛
、
本
町
の
サ
ク

ラ
の
中
で
は
老
巨
木

で
あ
る
。
ま
た
、
桜

の
根
元
近
く
に
清
水
が
あ

り
、
桜

こ
ん
こ

ん

わ

清
水
と
い
わ
れ
、
い
ま
も
懐
々
と
湧
き
で
て
い
る
。

大
和
久
山
E
寺
境
内
に
あ
る
ク

ロ
マ
ツ
で
樹
形
が
す
ば
ら
し
く
、
樹
勢

の

おう
せ
い

も
旺
盛
、
根

元
よ
り
ニ
メ
ー
ト

ル
の
幹
囲
り
が

一
・
五
三
メ
ー
ト
ル

・

松

大
し
て
太
く
は
な

い
が
樹
齢

一
七
〇
年

の
邑
松

で
あ
る
。
当
地
域

は
、

、

ク
ロ
マ
ツ
の
植
栽
さ
れ
た
大
樹

は
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た

ん

ま

長

峰

の

田
圃

の
中

に
あ

る

ア

カ

マ
ツ

で
、

H

通

り
幹

囲

一
∵

一
.一
メ
ー

ト

ル
、
地

上

]

・
五

メ
ー

ト

ル

よ
り

二
枝

に
分

か

長

峰

の

松

れ

、
樹

高

九

メ
ー

ト

ル
、
樹

冠

の
ひ

ろ
が

り

一
五

メ
ー

ト

ル
、
樹

形

よ
く

、
樹

齢

一
二
〇

年

程
度

と
推
定

さ
れ

る

。

お
ん

・

西

白

河
郡

矢

吹

町
大

字

中
畑

文

京

町
、

県

道

矢
吹

石

川
線

の
南

面

に
あ

る

約

ヒ
、

八

ヘ
ク

タ

ー

ル
に
及

ぶ

ア

カ

マ
ツ
を

恩

賜

林

お
5
せ
い

主

と

し
、

コ
ナ
ラ

・
ク

ヌ
ギ

の
混

じ

っ
た

樹

林

で
、

樹
勢

も

旺

盛
、

野

烏

も
数

多

く

生
息

し

て

い
る
。

こ
れ

は
、

今

上

そ

く

い

か

し

お
ん

し

天
皇
御
即
位
記
念
に
御
ド
賜
に
な

っ
た
恩
賜
金
に
よ
り
植
林

し
た
も
の
と

い
わ
れ
る
。
昭
和

二
十

二
年

八
月
十
九

日
天
皇
東
北
御
巡
幸

の
折
、

現
矢
吹
中

学
校
校
庭

西
端

の
御
野
立
山
に
御
立
ち
に
な
り
、
樹
林
や
矢
吹
が
原
の
開
懇
状
況
な
ど
を
御
視
察

に
な

っ
た
。

え

の
き

谷

中

八

槻

さ

ニ
レ
科
の
落
葉
大
高
木

・
大
木
と
な
る
の
で
片
は
よ
く

一
里
塚

に
植
え
ら
れ
た
。

こ
の
大
榎

は
八
槻
神
社

の
神
木
と
し

ま

の

大

榎

て
植
栽

さ
れ
た
も
の
で
左
右

二
本
で
あ

っ
た
も
の
が
太
く
な

り
連
結
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

隔

 

蝋

畷

轡 蒔

"

咽

岸
,峡 曜v

L糊
蝋 β

二㌔磯 曲 く み

麟 蝦
・ 。 騨 ・ 、

長 峰 の 松

審轡 鱗
恩腸林 の一 部

一
本
は
幹
囲
四

・
四
五

メ
ー
ト
ル
、
他

は
三

・
八
九

メ

ー
ト
ル
、
生
長
は
比
較
的
速

い
の
で
、
樹
齢
は

一
一
〇
年

程
度
と
推
定
さ
れ
る
。

コ

ア

ジ

サ

イ

ユ
キ

ノ
シ
タ
科
の
落
葉
低
木

で
、

シ
バ

ア
ジ
ザ
イ
と
も
い
う
。
林
陰

に
多
く
、
葉
は
対
生
倒

ぎ
ょ

し

し
ゅ

う
さ

ん
か

じ
よ
う

卵
形
で
鋭

い
鋸
歯
が
あ
る
。
五
～
六
月
頃
集
散
花
序
を
な

し
、
淡
青
色

の
小
花
を
多
数

つ
け
る
。
矢
吹
地
域
が
北
限

と
考
え
ら
れ
る
。

ニ

セ

ア
カ

シ

ア

マ
メ
科
植
物

の
落
葉
高
木
で
帰
化

植
物
、

ア
カ
シ
ア
と
は
異
な
る
。
と
げ
が
あ
る

の
で

ハ
リ

エ
ン
ジ

ュ
と
も

い
う
。
北

ア
メ
リ
カ
原
産

で
、
日
本
に
は

明
治
の
初
め
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
街
路
樹

・
庭
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ゼ 冷∴こ こ團1響
むゐ 　 ヤ ろ

は にら ミ

!、 。'/,骸 轡 蝦 響 ド∵

ぜ づ1》＼ ♂
噛べ 嚇騰誌

ハ槻 さまの大榎

ハ ミ

趨蕪 魁ジヤ ゼ い
ア 　ま ミモ ゑ モ㌧

.}蒐 幣1曝'溌 酒 細畷

管 課 讐 一ぎ 転鱗
_・ 講 厩 恥 怖 … 一ボ

岬 冊w暗姫 ガ

川筋 のニセア カシア

懸 難舞 舗 灘

塞押 鷺
,、 跡 繊

嬢1鐸
コア ジサイ

ハキ ダメギ ク

は

ん
し
よ
く

木
と
さ
れ
た
り
、
繁
殖
力
が
強

い
の
で
土
砂
く
ず

れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
植
え
ら
れ
る
。

日
当
り
の
よ

い
と
こ
ろ
を
好

み
生
長
は
き
わ
め
て
速

い
。
土
手

・
川
筋
と

か
林

の
縁

に
多

い
が
林
の
中

に
も
次
第

に
侵

入
し
つ
つ
あ

る
。
公
害

に
も
寒

さ

に

も

強

ち
よ
う

け

い

か

そ
う

じ
よ
う

か
じ

よ

ほ

う
こ
う

い
。
花

は
白
色
蝶
形
花
で
総
状
花
序
を
な
し
芳
香

が
あ
る
。

ハ
キ

ダ

メ

ギ

ク

こ
の
種
も
帰
化
植
物
で
ア

メ
リ
カ
原
産
、
大
正
時
代
東
京
附
近

で
ま
れ
に
見

ら
れ
た
が
、
現
在

で
は
各
地

に
広
が

り
、
東
京
附

近
で
は
普
通
の
雑
草
と
な

っ
て
い
る
。

腐

植

質

(
土
の
中
で
有
機
物
が
不
完
全
に
分
解
し
て
で
き

た
も
の
)

に
富

ん
だ
空
地

や
畑
地
に

見

ら

れ

る

が
、
最
初
、
ゴ
ミ
の
は
き
だ

め
に
生
え

て
い
た
の

で
こ
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
。
現
在
矢
吹
町
内

に
も

多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
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第5表 矢吹町の植物目録

科 名{植

キ ク

物 名

ハハ コグサ

チチ コグサ

ミズギ ク

カセ ンソウ

オ グルマ

ガ ンクビソウ

コヤ ブタバ コ

セ ンボ ソヤ リ

コオ ヤボウキ

ナ ガバ ノ コオヤボウキ

キ ッコウハ グマ

オナ モ ミ

フタクサ

ヨツノミヒヨ ドリ

ヒヨ ドリバナ

アキ ノキ リソソウ

ヨメナ

アズマギ ク

ハルジ ョオ ソ

ヒメジ ョオ ン

ア レチ ノギ ク

オオア レチノギ ク

ヒメム カシヨモギ

シラヤマギ ク

ソオ ソ

ノコソギ ク

フキ

モ ミジガサ

ノボロギク

カニコオモ リ

コオモ リソウ

イ ヌ ドウナ

ヤブ レガサ

トキ ンソウ

オ トコヨモギ

イヌ ヨモギ

ヨモギ

1ヒ メ ・モギ

1科 名1植

キ ク

キ キ ョ ウ

ウ リ

シ

ラ

エ

ズ

ナ

カ

ミ

イ

ナ

ス

物 名

ノブキ

メナモ ミ

コメナモ ミ

タ ウコギ

ア メリカセ ンダ ソグサ

オ ケラ

ノアザ ミ

キ ツネアザ ミ

コオニタ ビラコ

コオゾリナ

セ イヨウタンポ ボ

カ ントウタソポ ポ

ヂ シバ リ

ニガナ

アキノノゲシ

ノゲシ

ヤ クシ ソウ

オオヂシバ リ

フジバカマ

ハキ ダメギ ク

ソバナ

ホ タル フク ロ

ツルニ ンジ ン

キキ ヨウ

サ ワギキ ヨウ

ミゾカクシ

ツ リガ不ニ ソジ ン

アマチヤツル

キカラスウリ

カラスウ リ

スズメウ リ

オ ミナエシ

ニ ワトコ

ソクズ

オオカメノキ

ガマズ ミ

オ トコヨウゾメ
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ス イ カ ズ ラ

ア カ ネ

オ オ バ コ

ハ エ ド ク ソ ウ

キ ツ ネ ノ マ ゴ

タ ヌ キ モ

イ ワ タ バ コ

ハ マ ウ ツ ボ

ゴ マ ノ バ グ サ

ノウゼ ンカヅラ

ナ ス

シ ソ

ス イ カ ズ ラ

キ ソギ ソボ ク

ウ グイ ス カ グ ラ
1

ヘ ク ソカ ズ ラ

イ ナ モ リソ ウ

トツ ル ア リ ドウ シ

ア カ 不1

!ヤ エムグラ

ヨツノミム グラ

キ ヌタソウ

オオパ コ

ヘ ラオオパ コ

ハエ ドク ソウ

キ ツネノマゴ

ミミカキグサ

タ ヌキモ

イ ワタバ コ

ナ ンパ ンギセ ル

キ リ(栽 魑)

ゴマノバグサ

ミソホ オズキ

シソクサ

ムラサキサギ ゴケ

トキ ワハゼ

オオアフノメ

アゼ トオガラ シ

ウリクサ

アゼナ

タチイヌノフグ リ

オオイヌノフグ リ

イヌノフグ リ

ママコナ

キ ササゲ

ノウゼンカヅラ(栽 植)

クコ

キ ランソウ

ヒメナ ミキ

タツナ ミソウ

カキ ドオ シ

ウツボ グサ

オ ドリコソウ

第一編 矢吹町の自然

シ ソ

ク マ ツ ヅ ラ

ム ラ サ キ

ヒ ル ガ オ

ガ ガ イ モ

リ γ ド ウ

ギツウヂフ

イセクモ

キ

ウソ

ノ

ラ

ゴ

ク

エ

サ

ジ

ジ

ウコ

ツ

ブヤ

ツ

ホ トケ ノザ

アキ ノ タ ム ラ ソ ウ

アキ ギ リ

キハ ナ ア キ ギ リ

シ ロ 不

ヒ メ シ ロ 不

コ シ ロ 不

ナ ギ ナ タ コ ウ ジ コ.

ヤ マ ハ ッ カ

クマ ツ ヅ ラ

ム ラ サ キ シキ ブ

コム ラ サ キ

ヤ マノレリ ソ ウ

ハ ナイ バ ナ

ホ タル カ ズ ラ

キ ュ ウ リグ サ

ヒル ガオ

コ ヒル ガ オ

不ナ シ カ ズ ラ

マ メ タオ シ

ガガ イ モ

イ ケ マ

ス ズ サ イ コ

コカ モ メ ズ ル

ツ ノレリ ン ドウ

コケ リ ン ドウ

ハル リ ン ドウ

フ デ リ ン ド ウ

リン ドウ

セ ン ブ リ

ヒ メナ エ

アイ ナ エ

イ ボ タ ノキ
ぐ コ

コ!、 ノ ト不 リコ

エ ゴノ キ

クサ レダ マ

コナ ス ビ

ヌマ ト ラ ノオ

オ カ ト ラ ノオ

ヤ ブ コ ウ ジ

ヤ マ ツ ツ ジ
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ツ ツ ジ

ネ ジ キ

イ チ ヤ ク ソウ

ウ

ズ

ヨ
リ

「
ミ

セ

ウ コ

レンゲ ツツジ

不ジキ

スノキ

ナツハゼ

イチヤ ク ソウ

ギ ンリ ョウ ソウ

ブ リ ョウブ

キ1ア オキ

㌧ 、ナイ カダ

リ

ギ

ア リノ トウ グサ

ア カ バ ナ

ヒ シ

ミ ソ ハ ギ

ス ミ レ

オ ト ギ リ ソ ウ

ミズキ

ヤマ ボウ シ

ノチ ドメ

チ ドメグサ

ヤフニ ンジン

ヤフジ ラ ミ

ミシマサイ コ

ミツバ

セ リ

ドクゼ リ

ノタケ

タラノキ

メダラ

ウ ド

トチバ ニ ソジ ン

キズタ

ヤマ ウコギ

ウ コギ

コシア ブラ

タカ ノツメ

ハ リギ リ

ア リノ トウ グサ

フサモ

アカバ ナ

マ ツヨイ グサ

オオマ ツヨイ グサ

ヒシ

ミソハギ

ス ミレ

タチ ツボス ミレ

ミズオ トギ リ

コケオ トギ リ
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レ ・ギ ・・ウ
1

1ツ バ キ

i・ ・ ウ

ll

lレ
・ウ・モドキ

.

」

… ツ リ フ ネ ソ ウ ・
1

!
　
1、 ト チ ノ キ

1カ エ デ

1
ニ シ キ ギ

ヒ

l

I

モ チ ノ キ

ウ ル シ

トウ ダ イ グ サ

調1

ギ

キ

ソ

バ

ガ̀

カ

メヒ

ニ

ミ

ミ

ウソ

バ

ロ

タ

ン

カ

フ

ク

タ

サ

シノ

ソ

キ

マ

ユ

オ トギ リ ソウ

ヤ ブ ツパ キ

ノ ブ ドウ

ヤ マ ブ ドウ

サ ン カ ク ヅル

ヤ フ ガ ラ シ

ツ タ

ク マ ヤ ナギ

ク ロ ウ メモ ドキ

ク ロ ツパ フ

キ ツ リフ 不

ツ リフ ネ ソ ウ

トチ ノ キ

イ ロハ モ ミジ

ウ リカ エ デ

ツ ル ウメ モ ドキ

ニ シキ ギ

コマ ユ ミ

マ ユ ミ

ツ リパ ナ

ア オ ハ タ

ウ メモ ドキ

ヤ マ ウル シ

ヌル デ

ツ タ ウル シ

トウ ダイ グサ

タ カ トウダ イ

ノ ウル シ

ニ シキ ソ ウ

コ ニ シキ ソ ウ

エ ノキ グサ

ヒ メ ハギ

シ ンジ ュ

サ ンシ ョウ

イ ヌ ザ ン シ ョ ウ

カ タバ ミ

タ チ フ ウ ロ

ゲ`ソ ノ シ ョウ コ

マ ンサ ク

コ ア ジ サイ

チ ダ ケ ザ シ



ユ キ ノ シ タ

ノミ

マ

ラ

メ

1ト リア シ シ 。ウ マ

ダイモ ンジソウ

不 コノメソウ

ウメバ チソウ

コゴメウツギ

ヤマブキ

シモツケソウ

ヘビイチゴ

キジムシロ

ミツバ ッチ グリ

クマイチゴ

モ ミジイチゴ

ナワシロイチ ゴ

エ ビガ ライチゴ

ワレモ コウ

キ ンミズヒキ

ノイバ ラ

テ リハノイバ ラ

エ ドヒガン

イ トザクラ

ソメイヨシノ

ヤマザクラ

サ トザ クラ

ウワ ミズザ クラ

イヌザ クラ

クサボ ケ(シ ドミ)

ズ ミ

不ムノキ

サイカチ

カワラケツメイ

キハギ

メ ドハギ

ネ コハギ

ヤハズソウ

ヌスビ トハギ

クサ不ム

クサフジ

カスマグサ

スズメノエ ン ドウ

ヨツバハギ

ナ ンテンハギ
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1マ メ

ウ

ケ

ナ

ソ

ゴ

イ

ン

ラ

ヶ

セ

ブ

ン

ウ

ベ

モ

ア

ケ シ

キ

ン

ノ

レ

ス

ク

ク

モ

ジ

ギ

ビ

フラ

ケ

ヅツ

メ

ア

ゲウポンキ

レソリソウ

ヤマハギ

ッルマ メ

マルバ ハギ

ヤフマ メ

クララ

クズ

ツル フジパカマ

コマ ツナギ

イタチササゲ

ヤマフ ジ

ハ リエ ンジュ

ミヤ コグサ

ゲ ンゲ

ムラサキツメクサ

シロツメクサ

ウマゴヤシ

メノマ ソネソグサ

モウセ ンゴケ

タネツケバ ナ

オランダガラシ

スカシタゴボウ

ナヅナ

イ ヌナヅナ

ヤマハ タザオ

イ ヌガラシ

クサ ノオ ウ

タケニ グサ

キケマ ソ

ムラサキケマ ン

クロモジ

ホオノキ

コブシ

アオッヅラフジ

イ カ リソウ

アケビ

ミツバ アケビ

ハ ンシ ョウヅル

ポ タンヅル

カザ グルマ

オキナ グサ
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キ ソ ポ ウ ゲ

ス イ レ ソ

ナ デ シ コ

ユ

ウ

ヒ

ソ

リ
`

ロ

ベ

ク

ス

ザ

ユヒ

ア カ ザ

タ デ

イ チ リ ソ ソウ

キ クザ キ イ チ リ ソ ソ ウ

タ ガ ラシ

ウマ ノア シ ガ タ

キ ツ ネ ノボ タ ソ

ケ キ ツネ ノ ボ タ ソ

オ トコゼ リ

ア キ カ ラマ ッ

ヤ マ トリカ フ ト

コオ ホ ネ

ヒツ ジ グサ

.ツ メ クサ

ノ ミ ノ ツヅ リ

.ミ ミナ グサ

ウ シ ハ コベ

ぐノ、コ ヘ

ノ ミノ フ ス マ

カワラナデシコ

ブシグロセンノウ

スベ リヒユ

ザ クロソウ

クルマバザ クロソウ

アオビュ

ヒユ

イ ヌビュ

イ ノコヅチ

アカザ

コアカザ

シロザ

スイバ

ヒメスイパ

ギ シギ シ

ミヅヒキ

ミチ ヤナギ

イ シ ミカワ

ミゾソバ

ヤ ノネ グサ

アキ ノウナギ ツカ ミ

サナエタデ

ヤナギタデ

ハナタデ
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ー

1タ デ

ソ

サ

ダ

ク

ク

ラ

ヤビ

イ

ク

二

ブ

ワ

レ

ナ

ハ ソ ノ キ

ヤ ナ ギ

セ ソ リ ョ ウ

ド ク ダ ミ

ラ ン

ア ヤ メ

ヤ マ ノ イ モ

ヒ ガ ン パ ナ

　のツルタァ

オオイ ヌタデ

イタ ドリ

ママ コノ シリヌグイ

カナ ビキ ソウ

イ ラクサ

アオ ミズ

アカ ソ
ゆヤ

フマオ

クワクサ

カナム グラ

カラハナ ソウ

ケヤキ

エノキ

コナ ラ

クヌギ

クリ

カシ ワ

イ ヌシデ

アサダ

ハ ソノキ

イヌコ リヤナギ

不コヤナギ

ヒトリシヅカ

フタ リシヅカ

ドクダ ミ

サギソウ

トキソウ

キ ソラ ン

ギ ンラソ

カキラソ

ネヂバ ナ

ミヤマウヅラ

クモキ リソウ

シュソラソ

サイハイ ラ ン

ヒオウギ アヤメ

ヤマノイ モ

トコロ

タチ ドコロ

キツネノカ ミソリ



ユ リ

イ グ サ

ミ ヅ ア オ イ

ツ ユ ク サ

ホ シ ク サ

ウ キ ク サ

サ ト イ モ

カ ヤ ツ リ グサ

ホ トトギ ス

ギ ボウシ

ミヅギ ボウシ

ノカン ゾウ

ヤ ブカ ンゾウ

ウバユ リ

コオニユ リ

ヤマユ リ

カタク リ

アマ ドコロ

ツルポ

チ ゴユ リ

スス ラソ

ジヤノヒゲ

ヤ フフソ

シオテ

サル トリイパ ラ

ヤマ ガシュウ

イ

ホ ソイ

コウガイゼキ ショウ

コナギ

ソユ クサ

イボ クサ

ホ シクサ

イ ヌノヒゲ

ウキ クサ

カ ラス ビシャク

ウ ラシマ ソウ

ゴ ウソ

カ ワズス ゲ

ヒカゲース ゲ

タガネ ソウ

オニス ゲ

アゼス ゲ

ミカ ヅキ グサ

ハ リイ

ヤマイ

ノテ ンツキ

ヒデ リコ

テ ンツキ

カ ヤ ツ リ グサ

イ ネ

オ モ ダ カ
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アゼ テ ン ツキ

ア ブ ラ ガ ヤ

ホ タル イ

カ ソ ガ レ イ

サ ン カ クイ

カ ヤ ツ リ グサ

コ コ"メブゴヤ ツ リ

アゼ ガヤ ツ リ

ミヅ ガヤ ツ リ

タマ ガヤ ツ リ

ヒ メ ク グ

ァズ マ ネ ザ サ

ス ズ メノ テ ツ ポ ウ

コ ヌカ グサ

カモ ジ グサ

ス ズ メ ノチ ャ ヒキ

カ モ ガ ヤ

スズ メ ノ カ タ ビ ラ

ヨ シ

ヌマ ガ ヤ

カゼ クサ

ニ ワホ コ リ

オ ヒ シバ

ネズ ミガ ヤ

シノミ

チ カ ラシ バ

エ ノ コ ロ グサ

キ ソエ ノ コ ロ

メ ヒ シノ、

ア キ メ ヒシ ハ

イ ヌ ビェ

タ イ ヌ ビエ

ケイ ヌ ビエ

チ ゴザ サ

チ カ"ヤ

チ ヂ ミザ サ

スス キ

コ プナ グサ

ヘ ラオ モ ダ カ

ウ リカ ワ

オ モ ダカ
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アギナ シ

ヒメ ミク リ

ガーマ

コガマ

ミツデウラボ シ

ワラビ

シシガシラ

イヌワラビ

イヌシダ

オオレγシダ

ジュウモ ンジ シダ

ゲジゲジシダ

コオヤワラ ビ

クサ ソテツ

フユノハナワ ラビ

 

リ

マ

ク

ガ

ウ ラ ボ シ

第
四
章

動

物

物第四章 動

せ

ま

動
物

の
分
布
は
、
気
候

・
地
形
地
史

・
植
物

の
分
布

・
人
の
影
響
な
ど
、
種

々
の
要
因

に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
矢
吹
町
と

い

っ
た
狭

い

地
域
で
は
、
水
平
的
に
境
界
を
も

つ
種
は
少
な
く
、
各
地
域
に
共
通

に
出
現
す
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
気
候
的

に
は
温
帯
下
部

に
あ
た

っ
て
い
る
た
め
、
暖

地
性

の
種
類
も
多
く
見
ら
れ
る
地
域
で
も
あ
る
。

矢
吹
町
は
、
海
抜

二
八
〇
～
三
二
〇

メ
ー
ト
ル
の
平
坦
丘
陵
地
、

い
わ
ゆ
る
矢
吹
が
原

に
発
達
し
た
町
で
あ
り
、
開
田
事
業

に
よ
り
開
拓
は

さ
れ
た
と
い

っ
て
も
、

コ
ナ
ラ
林

・
人
工
植
栽
林
で
は
あ
る
が
ア
カ

マ
ツ
林

・
杉
林

・
竹
林
と
森
林
群
落
も
多
く
、

ま
た
、
河
川
、
大
小
の
池

47



第一編 矢吹町の自然

沼
も
数
多
く
、

ら
れ
る
。

動
物

に
と

っ
て
は
格
好

の
す
み
か
と
考
え

48

ほ

一

哺

に
ゆ
う乳

類

鋤

ほ
に
ゆ
う

(

ギ

ニ
ホ

ン
ザ

ル

・
ッ
キ

ノ

ワ
グ

マ
と

い

っ
た
大

型
哺

乳

類

リ

サ

せ
い
そ
く

可

・

の
生

息

は
確

認

さ

れ

て

い
な

い
。

キ

・
ネ
も

ほ
と

ん
ど

見

ヤ

か

け
ら

れ

な

い
。

リ

ス
は

よ
く

道
を

横

切

っ
た

り

す

る

の
せ

い

を
見
か
け
る
が
、

ヤ
マ
ネ
は
、
も

っ
と
高
地
で
な

い
と
生

そ
く息

し
な

い
。
イ
タ
チ
は
よ
く
人
家
附
近

に
出
没
す
る
。

ノ

ウ

サ
ギ
は
開
拓
に
よ

っ
て
減
少
し
て
は
い
る
が
、
各
地
で

確
認
さ
れ
る
。

ノ
ウ
サ
ギ
に
は
夏
毛
と
冬
毛
が
あ

り
、
冬

季
に
は
体
毛
が
白
化
す
る
。
原
因
は
気
温
の
低
下
と
光
周
性

(
日
照
時
間
の
差
)

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
の
芽

・
皮
な
ど
を
食

す
る
た
め
森
林

・
作
物
を
加
害
す
る
害
獣
で
あ
る
。
ク

マ
ネ
ズ
ミ

・
ド
ブ
ネ
ズ

ミ
は
、
人
家
に
入
り
込
み
穀
物
を
食

い
荒

ら
し
、

ハ
タ
ネ
ズ

ミ

ど

う
く

つ

な
ど
は
畑

の
作
物
を
荒
ら
す
。
キ
ク
ガ
シ
ラ

コ
オ
モ
リ

・
イ

エ
コ
オ
モ
リ
は
翼
手
類
に
属
し
、
人
家
や
洞
窟
な
ど
に
住
み
、
夕
刻
よ
り
よ
く
活

動
す
る
。

モ
グ
ラ
は
食
虫
類

に
属
し
分
布
が
広

い
。

二

鳥

類

当
地
域
で
見
ら
れ
る
野
鳥

↓
〇

二
種
類
を
表
に
ま
と
め
て
記
録
す
る
。
(第

一
表
)
な

お
、

せ
い
そ
く

留

鳥

は

一
年
問
を
通
じ
同
地
域

に
生
息
す
る
も
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第1表 矢吹町の鳥類目録

渡 り
区分

 

名科名鳥り
分

渡
区名科名鳥

鵬

〃

〃

〃

〃

〃
騰

鵬

撫

鵬

礁

〃
鵤

臨

〃
灘

鵯

鵬

鶴

臨

〃

〃
鶴

囎

〃

〃
鵬

〃

〃
鵬

〃

〃

〃

〃
鶴

〃
鵠

キ

スイ

タ

〃

〃

〃

グ

ヒ

ウ

〃

〃

〃

〃

〃

ツ グ ミ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ミ ソ サ ザ イ

カ ワ ガ ラ ス

ツ ノミ メ

〃

カ ワ セ ミ

〃

〃

ヨ タ カ

キ ツ ツ キ

〃

〃

ホ ト ト ギ ス

〃

〃

〃

フ ク ロ ウ

〃

ワ シ タ カ

〃

ウ

キ

キ

リ

イ

イ

ス

メ

カ

リ

ミ

ラ

ミ

ミ

キ

キ

キ

リ

イ

ス

メ

メ

ミ

ミ

ン

カ

ラ

ラ

ラ

ウ

リ

ス

チ

ク

ウ

ビ

ヒ

清

タ
ル
撰

サ
∴

∵

グ
∵

畠

ド
ぞ

∵

∴

タ
・
/

∴

瓢

:

"

サ

ピ

オ

拶

グ

ブ

オ

ラ

カ

・

ビ

ー

ヨ

マ

ソ

ワ

ワ

。

ワ

抑

オ

カ

。

ッ

・

・
オ

ク

。

 サ

コ

キ

オ

メ

セ

ウ

ヤ

セ

オ

ト

ア

ツ

ク

ノ

ル

ジ

コ

ミ

カ

ツ

イ

ヤ

カ

ア

ヨ

ア

ア

コ

カ

ツ

ポ

ジ

ア

フ

ト

チ

鶴

〃

〃

〃

〃

鵬

鶴

綿

鶴

〃

綿

〃
〃

〃

〃
灘

〃

〃
鵯

聯

爲

良
四
自
岡

留

漂

留

"

"

〃

〃

〃

〃
撃

鵯
〃
鶴
臨

カ ラ

〃

ス

〃

〃

ム ク ド リ

〃

ハ タ オ リ ド リ

〃

ア ト リ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ホ オ ジ ロ

〃

〃

リ

イレ

〃

バ

〃

キ

ヒ

セ

〃

メ ジ ロ

シ ジ ュ ウ カ ラ

〃

〃

〃

〃

モ ズ

〃

〃

レ ン ジ ャ ク

〃

ヒ ヨ ド リ

サ ン シ ョ ウ クイ

ハ シ フ トガ ラス

ハ シボ ソ ガ ラス

オ ナ ガ

カ ケ ス

ム ク ド リ

コ ム ク ド リ

ス ズ メ

ニュウナイスズメ

シ メ

イ カ ル

コ カ ワ ラ ヒ ワ

マ ヒ ワ

ベ ニ マ シ コ

オ オ マ シ コ

ハ ギ マ シ コ

ア ト リ

ア オ ジ

ホ オ ジ ロ

ホ オ ア カ

カ シ ラ ダ カ

ヒ バ リ

キ セ キ レ イ

セ グ ロセ キ レイ

ハ ク セ キ レ イ

メ ジ ロ

シ ジ ュ ウ カ ラ

コ ガ ラ

ヤ マ ガ ラ

ヒ ガ ラ

エ ナ ガ

モ ズ

チ ゴ モ ズ

ア カ モ ズ

キ レ ン ジ ヤ ク

ヒ レ ソ ジ ヤ ク

ヒ ヨ ド リ

サ ン シ ョ ウ クイ
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鳥

鳥

〃

冬

留

鵯
鵬
鶴
鵬
鵤
鵬
〃
鶴
〃

〃

〃

ガ ソ カ モ

カ イ ツ ブ リ

ト

ギ

リ

リ

ナ

ド

ド

〃

イ

〃

〃

ハ

シ

チ

チ

ク

ジキ

〃

〃

〃

モ

リ

ギ

リ

リ

リ

.ド

ガ

ブ

バ

ド

チ

リ

ツ

シ

ル

ジ

チ

ト

イ

カ

ヒ

カ

キ

タ

コ

イ

ケ

ウ ズ ラ

コ ジ ュ ケ イ

キ ジ

ヤ マ ド リ

 

鶴
鵯
鶴
聯

鶏
〃

〃

冬鳥

〃

〃

〃

〃

留鳥

 

カ

サ

タ

ブ

〃

シ

ヤ

ワ

ハ

ギ

 

サ

〃

〃

〃

〃

モカ

〃

〃

〃

〃

〃

ンガ

リ

サ

ウ

ギ

ギ

イ

イ

イ

ボ

ブ

ソ

サ

ゴ

ゴ

ゴ

ス

ゲ

サ

ヤ

ゥ

イ

サ

ゾ

シ

ヨ

ノ

ハ

チ

コ

ゴ

サ

ヨ

オ オ ハ ク チ ョウ

ン

モ

モ

ガ

ガ

ガ

マ

マ

コ

ト モ エ ガ モ

カ ル ガ モ

は
ん
し

よ
く

の
、
夏
鳥
は
渡

り
鳥
の
う
ち
、
春

日
本
に
渡
来
繁
殖
し
、
秋
に
温
暖
な
越
冬
地

に
帰
る
も

の
、
冬
鳥
は
、
渡
り
鳥

の
う
ち
冬

を
日
本
で
す
ご
し
、
春
北
方
に
帰
る
も
の
、
漂
鳥
は
夏

は
涼

し
い
山
地
で
す
ご
し
、
冬
市
街
地

に
移
動

し
て
く
る
も

の
、
旅
鳥
は
、
渡

り
鳥
の
う

ち
渡
り
の
途
中

で
日
本
に

一
時
た
ち
寄
る
も
の
、
迷
鳥

は
、
渡
り
鳥

の
う
ち
本
来
な
ら
日

本
に
渡
来
し
な
い
鳥
が
迷

っ
て
立
ち
寄

っ
た
も
の
で
あ
る
。

は

三

爬

蜻

類

せ
い
そ
く

カ

メ
類

は
野
生
状
態

の
も
の
は
み
ら
れ
な

い
。

ト
カ

ゲ

・
カ
ナ

ヘ
ビ
は
広
く
生
息
し
、

あ

し

昆
虫
な
ど
を
食
べ
る
の
で
農
業
上
有
益
動
物
で
あ
る
。
尾
を

つ
か
む
と
、
あ
と
肢
の
後
部

じ

せ

っ

よ
り
切
れ
る
自
切
現
象
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
外
敵
か
ら
の
が
れ
る
こ

と

が

で

き

の
ち

る
。

こ
れ
は
後

に
再
生
す
る
。

ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ

・
シ
マ
ヘ
ビ

・
ヤ
マ
カ
ガ
シ
の
三
種
も

広
く
日
本
全
土

に
分
布
す
る
。
特

に
ア
オ
ダ
イ

シ

ョ
ウ
は
日
本
最
大
で
、
大
き
な
も
の
は

ニ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。

マ
ム
シ
は
日
本
で
は
本
州
に
お
け
る
唯

一
の
毒
蛇
で
、
か
ま
れ

こ

ら
ん

た
い
せ

い

せ

い
モ
く

る
と
命

に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
夏

に
子

を
卵
胎
生
す
る
。
山
地

に
好
ん
で
生
息
す
る

が
、
平
地
に
も
見
ら
れ
る
。
あ
ま
り
乾
燥
し
て
い
な

い
森

・
や
ぶ

・
草
む
ら
な
ど

に
も
す

え
さ

み
、

水

田

の
あ
ぜ

な

ど

に
も

出

る
。

餌

は

カ

エ
ル
を
好

む

が

、

ド

ジ

ョ
ゥ

・
ト

カ

ゲ

・
ネ

ズ

ミ
な

ど

も
食

べ
る
。

ジ

ム
グ

リ

は
各

地

に
広

く

分
布

す

る
。
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り
よ
う

四

両

棲芒

類

ニ
ホ

ン

ヒ
キ
ガ

エ
ル
は
日

本

最
大

の
カ

エ
ル
で

、
体

長

=

一
セ

ン

チ

メ
!

ト

ル

に
も
な

り

、

分
布

は
広

い
。

ト

ノ
サ

マ
ガ

エ
ル

は
最

も
普

通

せ

い
そ
く

の
カ

エ
ル
で
、
池
沼

.
水

田
等
に
生
息
す
る
。

三
～
四
月
頃
寒
天
質

に
包
ま
れ
た
卵
を
生
む
。

一
卵
塊
に
は
お
よ
そ

一
、
○
○
○
個

の
卵
が
あ

る
。

ニ
ホ
ソ
ア
カ
ガ

エ
ル

・
ヤ

マ
ア
カ
ガ

エ
ル
は
よ
く
見
か
け
る
。

ニ
ホ

ン
ア

マ
ガ

エ
ル
は
平
地

に
広
く
分
布
、
環
境

に
よ
り
体
色
が
変
化
す

る
。
ウ

シ
ガ

エ
ル
は
大
正
七
年

(
一
九

一
八
)
に
移
入
さ
れ
、
現
在
で
は
各
地
で
大
烈
胤
図
池

・
沼

・
溝
な
ど
の
水
量

の
多

い
と
こ
ろ
に
罫
駁
、

ウ
シ
に
似
た
低

い
鳴
き
声
を
あ
げ

に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
体
長
は
二
〇

セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
大
型
種
、

一
度

に

一
万
～
二
万
個

の
卵
を
生

み
、
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
は
越
冬

し
、

一
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程

の
大
き
さ
と
な
る
。
魚

・
小
形

の
カ

エ
ル
・
ザ
リ
ガ

ニ
な
ど
を
食
べ
る
。
イ

モ

リ
は
、
池

・
沼

・
河
川
な
ど
に
広
く
分
布
す
る
。

五

魚

類

物第四章 動

ナ

マ
ズ

・
ド

ジ

ョ
ウ

・
ウ

ナ
ギ

.
タ

ナ
ゴ

・
モ

ロ
ッ

コ

・
モ

ッ
ゴ

・
コ
イ

・
フ

ナ

(
キ

ン
ブ

ナ

・
ギ

ン
ブ

ナ

・
ゲ

ン
ゴ

ロ
ウ

ブ

ナ
)

な

ど

は

せ
い
そ
く

池
沼

.
河
川
に
広
く
生
息
、

ラ
イ
ギ

ョ
は
大
正
十

二
年

(
一
九

二
三
)
頃
朝
鮮

か
ら
渡
来
し
た
と
記
録
さ
れ
、
現
在
で
は
北
海
道

を
除
く
全
域

ど

ん
よ
く

に
広
が

っ
て
い
る
。
カ
ム
ル
チ
ー
と
も
呼
び
、
貧
欲
な
肉
食
性
で
、
小
魚

・
カ

エ
ル

・
エ
ビ
な
ど
を
好
み
共
食

い
も
す

る
。
水
流

の
ゆ
る
い
泥

せ

い
そ

く

底

の
水
草
の
茂

っ
た
所

を
好
み
生
息
、
体

長
は

一
メ
ー
ト
ル
近
く

に
も
な
る
。
原
産
地

は
中
国
東
北
部
、
朝
鮮
半
島
平
野
部
の
河
川
湖
沼
と

い

せ

い
そ
く

わ
れ
る
。

オ
イ
カ
ワ
や

ハ
ヤ
の
仲
間
も
見
ら
れ
る
し
、
池
沼
に
は
カ
ジ
カ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
魚

の
仲
間
で
は
な
く
円

口
類
で
あ
る

せ
い
そ

く

が
、
隈
戸
川
な
ど

に
は
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
が
生
息

し
て
い
る
。
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譜

,

羅 簿

ア麟
、繍
繋
瀞

禦

懸

騨
懸

購

鑛

、

講

備
謬

羅

℃
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・
購

ヘノ

購 騨嚢
洞窟 の中のマダラカマ ドウマ

・
黛

{

党巌

 

沖

、

弓紺

凝∵
ザ

勲

g論

弼

♂

賊
〆
穐

 ㌫

キ リギ リス

山
ノ、

せ
つ
そ
く

節
足
動
物
昆
虫
類

キ

・
シ

ョ
ウ

リ

ョ
ゥ

バ

ッ
タ

・
ヒ
シ
バ

ッ
タ

・
セ

ス
ジ

ツ

ユ
ム

シ

・
ク
サ

キ

リ

・
ウ

マ
オ

イ

ム

シ

・
キ

リ
ギ

リ

ス

・
カ

マ
ド

ウ

マ

マ
ド

ウ

マ

・
エ
ン

マ
コ
オ

ロ
ギ

・
ス
ズ

ム

シ

・
ケ

ラ

・
オ

オ
カ

マ
キ
リ

・
カ

マ
キ

リ

・
ヤ

マ
ト

ゴ
キ

ブ

リ

・
チ

ャ
バ
ネ

ゴ

キ
ブ

リ

・
コ
バ

ネ

イ

ナ
ゴ

・
コ
パ

ネ

サ

サ
キ

リ
。

せ

い

れ

い

も

く

⇔

蜻

蛉

目

(
ト

ン
ボ

の
仲

間
)

せ

い
そ

く

現
在
地
球

上
に
は
約

一
〇
〇
万
種

の
動
物
が
生
息
す

る
と

い
わ
れ
る
が
、

こ
の
う
ち
の
四
分
の
三
の
七
五
万
種
は
昆
虫

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う

ち
当
地
域

に
見
る
こ
と

の
で
き
る

主
な
も
の
を
記
録
す
る
。ち

よ
く

し

も
く

e

直

翅

目

(
バ

ッ
タ

・

コ
オ

ロ

ギ

の

仲

間

)

ト

ノ

サ

マ
バ

ッ
タ

・
オ

ン
ブ

バ

ッ
タ

・
ク

ル

マ
バ

ッ
タ

モ
ド

・
マ
ダ

ラ
カ
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矢
吹

に
は

池
沼

、

湿

地
河

川

が

多

い

の
で

、

ト

ソ
ボ

の
仲

間

は

比
較

的

豊
富

で
あ

る
。

バ
グ

ロ
ト

ン
ボ

・
ア

オ

ハ
ダ

ト

ン
ボ

・
ア

オ
イ

ト

ト

ン
ボ

・
キ
イ

ト

ト

ン
ボ

・
モ

ノ
サ

シ
ト

ソ
ボ

・
オ

ツ
ネ

ン
ト

ン
ボ

・
オ

ニ
ヤ

ン

マ

・
カ

ト

リ

ヤ

ソ

マ

・
サ

ナ

エ
ト

ン
ボ

・
ギ

ン

ヤ

ン

マ

・
シ
オ

カ

ラ
ト

ン
ボ

。
シ
オ

ヤ
ト

ン
ボ

・
オ

オ

シ
オ

カ

ラ

ト

ソ
ボ

・
ノ
シ

メ
ト

ン
ボ

・
ナ

ツ

ア
カ
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第四章 動
夕

響

礁

'

カ トリヤ ソマノ シ メ ト ンボ

ネ

・
ア

キ

ア

カ

ネ

・

マ

ユ
タ

テ

ア

カ

ネ

。

み
や
く

し

も
く

⇔

脈

翅

目

(
ウ

ス
バ

カ

ゲ

ロ

ウ

の
仲

間

)

ウ

ス
バ

カ

ゲ

ロ
ウ

・
ク
サ

カ

ゲ

ロ
ウ

・
ツ

ノ
ト

ン
ボ

ま
く

し

も
く

⑭

膜

翅

目

(
ハ
チ
、

ア

リ

の
仲

間

)

ス
ズ

メ
バ

チ

・
ク

ロ
ス
ズ

メ
バ

チ

・
キ

ア

シ
ナ

ガ
。ハ
チ

・
ク

マ
バ

チ

・
ク

ロ

マ
ル

ハ
ナ
バ

チ

・
ミ
ツ

バ

チ

・
ク

ロ
ヤ

マ
ア
リ

・
ア

カ

ヤ

マ
ア

リ
。

そ
ら

し

も
く

㊧

双

翅

目

(
ハ

エ
、

ア

ブ

の

仲

間

)

ヒ
メ
ク

ロ
バ

エ

・
イ

エ
パ

エ

・
ク

ロ
イ

エ
バ

エ

・
ヒ

メ
イ

エ
バ

エ

・
サ

シ
バ

エ

・
ウ

シ
バ

エ

・
キ

ン

パ

エ

・
オ

オ

ク

ロ
バ

エ

・
ヒ

ロ
ズ

キ

ン
バ

エ

・
オ

オ

シ

ョ
ウ

ジ

ョ
ウ

凡

工

。

ア
カ

ア

ブ

・

ウ

シ
ア

婆
譲
、
欝

　離

難
～

　"
㌶

"
影

傷
疑

赫

∬
好

欄
繍
・騨

鱗

ご

因
蒙

段
(昆
虫
の
仲
間
で
は

七' 丁 ひ・'砺 遡

錐轟 馨

謝

。1

最

も

種
類

が
多

い
甲

虫

の
仲
間

)

ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
科

ミ
ヤ

マ
ク
ワ
ガ
タ

・
ノ
コ
ギ

ゥ

ゆ

リ

ク

ワ

カ
タ

・
コ
ク
ワ

カ

タ

カ

ミ

キ

リ

ム
シ

科

シ

ロ
ス
ジ

カ

ミ
キ

リ

・
ゴ

マ
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ハ
ム

シ

・
イ

タ
ド

リ

ハ
ム

シ

・
キ
ベ

リ

ト

ゲ

ト
ゲ

・
カ

タ
ビ

ロ

ト

ゲ

ト
ゲ

・
ダ

イ

コ

ン
サ

ル

ハ
ム

シ

・
カ

メ

ノ

コ

ハ
ム

シ

・
ア

オ

カ

メ

ノ

コ

ハ
ム

シ

・
ジ

ン
ガ

サ

ハ
ム

シ
。

植

物

の
葉

を

食

べ

る
仲

間

で
、

大

き

さ

は

一
ミ
リ

か
ら

一
〇

ミ

リ
程

度

と

い

ろ

い
ろ

で
あ

る
。

こ
う
ち
ゆ
う

カ
ブ

ト

ム

シ

・
オ

オ
ゴ

ミ
ム

シ

・
セ
ア

カ

そ

の
他

の
甲

虫
類

ゴ

ミ
ム

シ

・
キ

ベ

リ

マ
ル
ク
ビ

ゴ

ミ
ム

シ

(
畑

に
住

む
)
・
ハ
ン

ミ

。
ウ

(
道
案

内

と

も

い
う

)
・
ホ
タ

ル

・

エ
ン

マ
ム

シ

・
ゲ

ン
ゴ

ロ
ウ

・
ミ
ズ

ス

マ
シ

・
ガ

ム

シ

(
水

田
、
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物第四章 動

,

畠

霧

鳴
玉

・冨

▲
撚
、

、
翻

・、 響 溝

灘 籍

 

ノ

、、
ミ

轟

癖

額

亀

左 か ら エ ゾゼ ミ ・ア ブ ラゼ ミ ●ツ ク ツ

ク ボ ウ シ ・ニ イ ニ イ ゼ ミ

ダイ ミ ョウセ セ リ

池

に
住

む
)
・
テ

ン
ト

ウ

ム

シ

・

ナ
ナ

ホ

シ

テ

ン
ト
ウ

・
ニ
ジ

ュ
ウ

ヤ

ホ

シ
テ

ン
ト
ウ

・
オ

オ

ニ
ジ

ォ

ウ

ヤ

ホ

シ
テ

ン
ト

ウ

・
コ

メ
ツ

キ

ム

シ

・
カ

ナ
ブ

ン

・
シ
ラ

ホ

シ

ハ
ナ

ム
グ

リ

・
ア
オ

カ

ナ
ブ

ン

・
ク

ロ
ヵ
ナ

ブ

ソ

・
コ
ガ

ネ

ム

シ

・
ヒ

メ

コ
ガ

ネ

・
ビ

ロ
ウ
ド

コ
ガ
ネ

・
ア

カ
ビ

ロ
ウ
ド

コ
ガ

ネ

・
マ

メ

コ

ガ
ネ

・
コ
ア

オ

ハ
ナ

ム
グ

リ

・
セ

ン
チ

コ
ガ
ネ

は
ん

し

も
く

㈹

半

翅

目

(
カ

メ

ム
シ

・
セ
ミ

の
仲

間
)

ミ

ン

ミ

ン
ゼ

ミ

・
エ
ゾ

ゼ

ミ

・
ア
ブ

ラ
ゼ

ミ

・
ソ
ク

ツ

ク
ボ

ウ

シ

・
ヒ
グ

ラ

シ

・
ニ
イ

ニ
イ

ゼ

ミ

・
シ

ロ
オ
ピ

ア
ワ

フ
キ

・
ッ

マ
グ

ロ

ヨ

コ
バ

イ

・
イ

ナ
ズ

マ
ヨ

コ
バ

イ

・
ア
オ

ク

サ
カ

メ
ム

シ

・
チ

ャ
バ

ネ

ア

オ

カ

メ
ム

シ

・
ク

サ

ギ

カ

メ
ム

シ

・
ヘ
リ

カ

メ

ム
シ

・
ア

メ

ン
ボ

り
ん

し

も
く

④

鱗

翅

目

(
チ

ョ
ウ

・
ガ

の
仲

間

)

鱗
翅
目
の
う
ち
、
特

に
チ
ョ
ウ
の
仲
問
は
た

い
へ
ん
美
し
く
各
地

に
広
く
分
布

し
、
ま
た
、
人
目
に

つ
き
易

い
こ
と
で
よ
く
採
集
さ
れ
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
二
百
余

種
、
福
島

県
内
で
は

が

く

ら

そ
の
う
ち
約

一
〇

二
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
蛾

の
類

は
チ

ョ
ウ
に
比
べ
て
種
類
が
き
わ
め
て
多

い
が

研
究

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
る
た
め
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
み
に
と
ど
め
た
。
チ

ョ
ウ
と
ガ
の
簡
単
な

ご

ん
ぽ
う

じ
よ
う

区
別

の
目
安
と
し
て
は
次

の
よ
う

に
な
る
。
ω
触
角

の
形
は
チ

。
ウ
で
は
棍
棒
状

か
ぽ
ち
状
、
先
端
部

く

し

は

近
く

に
ふ
く
ら
ん
だ
部
分
が
あ
る
が
、

ガ
で
は
糸
状

ま
た
は
櫛
歯
状
で
あ
る
。
②

と
ま
る
と
き
、

チ
ョ

は
ね

が

ウ
は
翅
を
立
て
る
が
、

ガ
は
水
平

に
開
く
。
㈲

チ
ョ
ウ
は
昼
、
蛾

は
夜
活
動
す
る
。
ω

は
ほ
と
ん
ど
例

外

は
な
い
が
、
②
、
㈲

に
は
例
外
が
あ
る
。

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科

オ
オ
チ

ャ
バ
ネ

セ
セ
リ

・
コ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

・
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

(稲

の
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第一編 矢吹町の自然

覗

癌醤
曇"鱗 繹寿,,・ ド

躍翼秘総憂
上左 より クロ ミドリシジ ミ(♂)・ ウラギシ ジミ

下左 より クロ ミドリシジ ミ(♀)・ ミャマヵラス
シジ ミ・右 オオムラサ キ

識曝 噸藪
5

瓠:

鍵
'二'旨 与

毎{

上 左 よ り キ チ ヨウ ・ベ ニ シ ジ ミ ・ ミ ド リシ ジ ミ(♂)

下 左 よ り ウ ラ ナ ミア カ シ ジ ミ ・ ミ ドリシ ジ ミ(♀)

ル リ シジ ミ

W
颯

・

鰍
醗

、

F賢 ヅ・憂 澗
カラス アゲハ(左 は表面、右は裏面)

、
瓢

アゲハ(左 は夏型、右は春型)

 

害

虫

)
・
ダ

イ

、ミ
ョ
ゥ

セ

セ
リ

・
、・・
ヤ

マ
セ

セ
リ

・
ア
オ

バ

セ

セ
リ

(
各

地

に
普

通

)
・
キ

マ
ダ

ラ

セ

セ
リ

シ

ジ

ミ
チ

ョ
ウ
科

ク

ロ

.ミ
ド

リ

シ
ジ

ミ

(
き

わ

め

て
ま

れ
)
・
ウ

ラ
ギ

ン
シ
ジ

ミ

(
ま
れ
)
・
ミ
ヤ

マ
カ

ラ

ス

シ
ジ

ミ

(
少

な

い
)

・
ッ
パ

メ
シ
ジ

ミ

・
ル
リ

シ
ジ

ミ

・
ヤ

マ
ト

シ
ジ

ミ

・
ト

ラ

フ

シ
ジ

ミ

・
ミ
ド

リ

シ
ジ

ミ

・
ベ

ニ
シ
ジ

ミ
は

各
地

に
普

通
。

ウ

ラ
ナ

ミ

ア
カ

シ
ジ

ミ

・

ヤ

マ
カ

ラ

ス
シ
ジ

ミ
は
少

な

い
。

シ

ロ

チ

ョ

ウ

科

モ

ン

シ

ロ
チ

。
ウ

・
ス
ジ

ク

ロ
シ

ロ
チ

。
ウ

は
普

通

、

ツ

マ
キ

チ

ョ
ウ

(
少

な

い
)
。

ヤ

マ
キ

チ

。
ウ

(
少

な

い
)
・
ツ

マ
グ

ロ
チ

ョ
ウ

(暖

地

性

で
少

な

い
)
・
キ

チ

。
ウ

・
モ

ン
キ

チ

。
ウ

は
各

地

に
普

通

。

7

ゲ

ハ
チ

ョ
ウ
科

ア

ゲ

ハ

・
キ

ア
ゲ

ハ
は
普

通
、

オ
ナ

ガ

ア

ゲ

ハ
は
少

な

い
。

ク

ロ
ア

ゲ

ハ

・
カ

ラ

ス

ア
ゲ

ハ
は
普

通
、

ま
れ

に

ア
オ

ス

ジ

ア

ゲ

ハ
を

見

る

こ
と

か
あ

る
。

こ
れ

は
暖

地

性

で
、

風

そ

の
他

の
影
響

で
流

さ

れ

て
来

る

も

の
と

思

わ
れ

る

。
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鱗

議融瀞

.

叢
鱒噂

マ".一、?

讃

劉

./

い雛
勢

ヤ マキ チ ョ ウ(左)、 モ ンシ ロ チ ョ ウ(右)

無

い{
映

ヒオ ドシチ ョウ(左)、 キタテハ(右)

タ

テ

ハ
チ

ョ
ウ
科

ク

モ
ガ

タ

ヒ

ョ
ウ

モ

ン

・
、・・
ド

リ

ヒ

ョ
ウ

モ

ン

・

メ

ス
グ

ロ

ヒ

。
ウ

モ

ン

・
ウ

ラ
ギ

ン
ヒ

。
ウ

モ

ン
は

普
通

に
分
布

す

る
。

イ

チ

モ

ン
ジ

チ

。
ウ

・
コ
ミ

ス
ジ

は

よ
く

見

ら
れ

る
。

オ

オ

ミ

ス
ジ

は
少

な

い
。

ミ

ス
ジ

チ

。
ウ

ぱ
数

少

な

く
ま

れ
。

ク

ジ

ャ
ク

ナ

ヨ

ウ

は

少

な

い
。

ア

カ

タ
テ

ハ

・
ル
リ

タ

テ

ハ

・
ヒ

オ
ド

シ
チ

ョ
ウ

・
キ

タ
テ

ハ
・
シ

ー
タ

テ

ハ
は
普

通

に
見

ら
れ

る

。

キ

ベ
リ

タ

テ

ハ
は

山
地

性

で

ま

れ
、

ス

ミ

ナ
ガ

シ
も

山

地
性

で
少

な

い
。

ゴ

マ
ダ

ラ
チ

ョ
ウ
は

普

通
、

コ

ム
ラ

サ

お
す

は
ね

げ
ん

し
よ
く

キ
は
数
が
少
な

い
。
雄

の
翅
の
表
は
見
る
方
向
に
よ
り
紫
色
に
光
る
幻
色

め
す

を
現
わ
す
が
、
雌
で
は
光
ら
な
い
。
幼
虫

の
食
草
は
ヤ
ナ
ギ
類

で
あ
る
。

物第四章 動

門
.
〆

メ ス グ ロ ヒ ョ ウモ ン(左)、 ア カタ テ ハ(右)

罐
㍗驚

㌔

イ チモ ンジチ ョウ(右 は表面、左は裏面)

ジ ヤノ メチ ョウ(左)、 ヒ メジ ヤノ メ(右)

…

二
翁麩

錘

鞍
㌔

撫̀
蜘
誉

ボ
〉'高':

コム ラサキ(右)、 キベ リタテハ(左上)、
ス ミナガシ(左下)
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第一編 矢吹町の自然

、

遵
護

晦

握

∴
、藤

.
磐
汽

叩

轟
灘
灘
沸

騒

難

・畿

爆

・
、
購

お

　

ズ

押
ず

こ

6

・
亀

写籠

肖

、

難
羅

鼻

許

・
舞

.

.
甑
憲

難灘

アメ リカシ ロヒ トリの幼虫

研 煙

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
日
本
産

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ
科
中

の
最
大
形
種

で
、
雄

の
開
長

一
〇
〇

ミ
リ
メ
ー
ト

ル

は
ね

を
越
え
る
も
の
が
あ
る
。
雄

の
翅
表

は
外
縁
部
を
除

い
て
濃
紫
色
に
輝
く
が
、
雌

に
は
こ
の
紫
色
部

が
な

い
。
年

一
回
六
月
下
旬
か
ら
七
月

に
発
生
。
幼
虫

の
食
草
は

ニ
レ
科
植
物

の
エ
ノ
キ
類
、
幼
虫

は
落
葉
下
で
冬
を
越
す
。
世
界

に
誇
る
日
本
の
代
表
的

チ

。
ウ
で
、
国
蝶
と
し
て
知
ら
れ
、
切
手
の

図
案

に
も
な

っ
て
い
る
。

は
ね

が
ん
じ

よ
う

も
ん

ジ

ャ
ノ

メ
チ

ョ
ウ
科

翅

に
は

ほ
と

ん
ど
例

外

な

く
蛇

の
目
状

の
眼
状

紋
が

あ

る
。

ジ

ャ
ノ

メ

チ

ョ
ウ

・
ヒ

メ
ウ

ラ

ナ
ミ

ジ

ャ

ノ

メ

・
ヒ

メ
ジ

ャ
ノ

メ

・
コ
ジ

ャ

ノ
メ

・
ヒ
カ

ゲ
チ

ョ
ウ

・
ク

ロ
ジ

ャ

ノ
メ

・
キ

マ
ダ

ラ

ヒ
カ

ゲ
な

ど
普

通

に
み

ら
れ

る
。

七

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
は
日
本
全
国
に
分
布
す
る
シ
・
ヒ
ト
リ
と
同
じ
ヒ
ト
リ
ガ
科

の

　
種
、
日
本
に
は
昭
和
二
十

一
年
頃
侵
入
土
着
、
街

路
樹

の
大
害
虫
と
な

っ
た
。
原
産
地
は
北
ア
メ
リ
カ
、
山
林
な
ど

に
は
侵

入

し

な

い
。
成
虫

は
年

二
回
、

五
～
六
月
と
八
～
九
月
に
発
生
す

る
。
卵
は
互
O
o
～

、
、
O
o
O
個
位

の
塊
と
し
て
葉
裏
に
産

み
つ
け
ら
れ
、
轟

尾
端
の
白
毛

で
お
お
わ
れ
て
い
る
・
魅
伽
し
た
幼
虫

は
五

齢

ま
で
は
葉

.
面

に
糸

を
張

っ
て
巣
を
造
り
群
生
す

る
。
六
齢
以
降
は
分
散
生
活
を
す
る
。
第

　
化
期
の
幼
虫
は
六
～
七
月
に
、
第
二
化
期
は

ヒ

な
き

八
～
九
月

に
み
ら
れ
、
蠕
で
越
冬
、
幼
虫

は
き
わ
め
て
多
食
性

で
、
サ
ク
ラ

・
プ
ラ
タ
ナ
ス

・
ク
ワ

・
ヤ
ナ
ギ

・
カ
キ
な
ど

一
〇
〇
種
以
上

の

植
物
を
加
害
す
る
。
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八

ア

メ

リ

カ

ザ

リ

ガ

ニ

え
さ

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
は
、
節
足
動
物
甲
殻
類
ザ
リ
ガ

ニ
科

の

一
種
で
、
昭
和
五
年

(
一
九

三
〇
)
に
食
用
ガ

エ
ル
の
餌
と
し
て
ア

メ
リ
カ
か

ら
輸
入
さ
れ
た
も

の
が
広
が
り
、
単

に
ザ
リ
ガ

ニ
あ
る

い
は

エ
ビ
ガ

ニ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

日
本
固
有

の
ザ
リ
ガ

ニ
は
東
北

・
北
海
道
産
で
、

体
長
は
五
～

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度

で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
は

一
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
り
、
老
成
す
る
と
赤
味

を
帯
び

ど

ん
よ

く

美
し

い
。
池
沼

・
水
辺

・
水
田
の
あ
ぜ
な
ど

に
穴
を
掘

っ
て
住

み
、
好
ん
で

ヒ
ル
や
イ

モ
リ
を
捕
食
す
る
が
、
貧
欲
な
雑
食
性

で
イ
ネ
を
も
食

く

じ

よ

害
す
る
。
駆
除

に
は
石
灰
窒
素
な
ど
が
有
効
、
肉
は
美
味
で
あ
る
。

(佐
藤

隆
)

物第四章 動

59




	第一編　矢吹町の自然
	第一編　矢吹町の自然
	概説

	第一編　矢吹町の自然
	第一章　気候
	一　気温


	第一編　矢吹町の自然
	第一章　気候
	二　降水量


	第一編　矢吹町の自然
	第一章　気候
	三　風


	第一編　矢吹町の自然
	第二章　矢吹町の地形と地質
	一　矢吹町の地形


	第一編　矢吹町の自然
	第二章　矢吹町の地形と地質
	二　矢吹町の地質


	第一編　矢吹町の自然
	第三章　植物 


	第一編　矢吹町の自然
	第三章　植物 

	一　現存の植生


	第一編　矢吹町の自然
	第三章　植物 

	二　天然記念物・古木・その他


	第一編　矢吹町の自然
	第三章　植物 

	付・矢吹町の植物目録


	第一編　矢吹町の自然
	第四章　動物

	第一編　矢吹町の自然
	第四章　動物
	一　哺乳類
	二　鳥類


	第一編　矢吹町の自然
	第四章　動物
	三　爬虫類


	第一編　矢吹町の自然
	第四章　動物
	四　両棲類
	五　魚類


	第一編　矢吹町の自然
	第四章　動物
	六　節足動物・昆虫類


	第一編　矢吹町の自然
	第四章　動物
	七　アメリカシロヒトリ


	第一編　矢吹町の自然
	第四章　動物
	八　アメリカザリガニ



